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　財団法人交流協会は、1972年（昭和47年）、日本と台湾との間の、実務レベルでの交流関係
を維持するため、台湾在留邦人及び邦人旅行者の入域、滞在、子女教育及び日台間の学術・文
化交流等につき、各種の便宜を図ること、我が国と台湾との貿易、経済、技術交流等の諸関係
を円滑に遂行することを目的として、外務省・通商産業省（当時）の認可を受け設立されま
した。よって、財団法人ではありますが、外交関係の無い日台間において準公的性格を有す
る機関であり、台北・高雄事務所は、それぞれ大使館、総領事館と同じような役割を果たして
おります。
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新会長 大橋光夫から皆様へのご挨拶

この度、18 年に亘って会長を務められ、在任中に
日台間の交流に多大な貢献をされた服部前会長の後
任として、平成 23 年6月 21 日付で財団法人交流協
会会長に就任いたしました大橋光夫です。

これまで私は、長年ビジネスの分野で台湾と深く
関わってまいりましたが、今般、交流協会の会長と
して、ビジネスのみならず、日台のあらゆる分野の
交流の窓口として台湾に関わることができることを
光栄に感じております。

皆様もご承知のとおり、日本と台湾は長い歴史の
中で、文化、貿易経済、観光、学術等様々な分野で
交流を深め、多くの価値観を共有しています。特に、
先般の東日本大震災に対する台湾からの多大なる支
援と温かい励ましを通じて、日本全国の国民が台湾
をより身近に感じ、日台間の「絆」がより強固なものになりました。

会長就任にあたり、こうした良好な環境を基礎に、各分野における交流をより一層促進・発展
するために努めてまいりたいと思います。特に、日本製品・産物の対台湾輸出の拡大促進や台湾
観光客の訪日促進については喫緊の課題だと考えております。また、日本企業と台湾企業のビジ
ネスアライアンスの促進や台湾における日本研究支援といったことなどにも引き続き努めてまい
ります。

日台間の交流促進のため、微力ながら努力してまいる所存ですので、皆様の御指導・御鞭撻を
お願いいたします。
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大橋光夫（おおはしみつお）新会長略歴

昭和 11 年1月 18 日生。昭和電工株式会社では、常務取締役（石油化学担当）、専務取締役、代表取締役社

長、代表取締役会長を歴任し、現在は相談役。



日本企業の進むべき方向性日本企業の進むべき方向性
（日台戦略的国際分業）（日台戦略的国際分業）

世界経済研究協会 理事
台日産業技術合作促進会 顧問

高 寛

1．世界の潮流アジア・中国、現状分析と事実認識

1.1 グローバル化と経済圏の形成による国際分
業（水平統合）；

冷戦以降、ココム、国家安全の壁がなくなり自
国での生産完結モデルから、新興国の安い労働力
を活用した分業モデルへの移行が行われ、先進国
より新興国に資本、技術、商品、人材の流れが加
速することにより、新興国が急激に成長し、特に
アジア・中国がその中心となっていることは言を
待たない。日本の貿易構造の変化（図1）の通り、
貿易総額の 30％以上が大中華圏（中国、香港、台
湾、シンガポール）そして 50％以上がアジアと
なっており今後アジア地域が最も重要となること
は日本企業の売上、利益の源泉の地域別推移をみ
れば明白である。このような環境下、図2の通り
グローバル化がもたらしたそれぞれの国家の利点
を生かした役割分担がアジア経済圏の中で深化し
ていく。

1.2 深層中国とその実態；
伸び行く中国に向け幾多の日本企業が進出を

し、80/90/00 年代の時期を経て、現在は第4次中
国進出ブームとなっており、その特徴は、製造業
からサービス・流通業が中心に、大企業から中小
企業が積極的に、ローコスト生産基地から現地市
場への販売が目的に、沿岸大都市から中堅、内陸
部市場を視野にとなっているが、その大宗の進出
企業は想定外のリスクに直面し並々ならぬ苦労を
しているのが実態である。人事面リスク（ストラ
イキ、雇用、処遇、）、販売面リスクに於いては、
環境（政府の産業政策の変化と規制強化、コピー
製品等 類似商品）、仕組（代金回収、代理店、販
売員の不正、優秀な営業担当者の離職、販売条件
変更、追加費用要求）、更に、反日感情リスクが絡
みあって内在している。これらリスクを Manage
することは非常に困難ではあるが、我々の判断基
準とは全く異なるその根底に流れている思想、考
え方、実態をよく理解することが重要である。
―共産党一党独裁社会主義的資本主義；如何なる

政策に於いても根底に流れている。
リーマンショック時に迅速な政策を打った中

国と自由で国家統制が効きにくい米国と比較し
て米経済学者が北京イニシアチブを賞賛した皮
肉な現象もあった。

―個の思想；徹底した個人主義、場合によっては
“私”の為に“公”を犠牲にする。これは人脈重
視につながる考え方であり、“公”の為に“個”
を犠牲にする日本人と根本的に異なる点。

―華僑国の貢献と位置づけ；華僑国（台湾、シン
ガポール、香港）が中国の市場経済への移行に
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図1 日本の貿易総額に占める比重
米国27％ 大中華圏11％

大中華圏31％

1990年： 中国 ５％ アジア29％

アジア51％2010年： 米国13％ 中国21％

中東13％

中東10％

図2 経済圏の国際分業

Group 1
R&D開発地域
日本、欧米

Group2
技術LEVELが高い
生産地域、Operation
Know-Howに
長ける地域

台湾、韓国、（中国）

Group 3
労働集約的生産地域
中国、東南アジア、
西南アジア



協力、牽引してきたと言っても過言ではなく今
でも大きな影響力を持っている。解放後積極的
に対中投資を行った実質 Top 3は華僑国であ
ること、最初の4開発区は香港、マカオに隣接
している深圳、珠海、及び華僑の出身地アモイ、
スワトウ、であったこと、現在でも親会社が華
僑国の中国企業は数多くあり大きな存在となっ
ている。 言い換えれば中国と華僑国は一体化
されているとも言える。

―大きな流れ；中国は世界最大の貿易黒字国ある
がその実態は図3の通りであり、図2の Group
2の諸国から部品を輸入して安価な労働力によ
り組み立て先進国へ輸出する労働集約型産業が
実態である。継続的発展を遂げるため世界の組
み立て工場から付加価値の高い工場へ、世界の
市場へと大きく政策の舵を切った。では、この
変化が外資企業に及ぼす影響はどうなのであろ
うか？昨年の労働争議が意味するもの（雇用か
ら雇用の質へ）は？リーマンショック以降、自
信をもった中国政府が行った政策は労働法の施
行、優遇税廃止、増値税の全面改定（予定）で
あることからも明白であり、もはや安い労働力

の生産拠点ではなく（次期五ヵ年計画で所得倍
増を容認していることから年率 15％の賃上げ
が行われることを示唆している）、付加価値の
高い製造業、世界の市場へと変貌しつつある。

―問題点；GDP 世界2位と順調なる経済成長を
遂げている中国ではあるが内在する問題（官僚
世襲、税制改革、大国の国際責任、環境問題、
エネルギー問題、2重構造（沿岸と内陸、都市
戸籍と農民戸籍、計画経済と市場経済）、民主化
問題、等々）は山積みとなっている。しかしな
がら、共産党一党独裁、中国人の個の思想、ま
た、グローバル化した世界経済に占める中国経
済の影響力から勘案するに、これらの問題は国
際、国内両面から時間を掛けて解決されるもの
と考える。

2．台湾の実力と実態

2.1 国交無き台湾の不遇（情報不足）；
世界主要国と国交が無いこと、両岸の微妙な関

係から国としての公、私的 DATA、情報が他国に
比べて非常に少なく台湾に対する認識が極端に不
足しているのが実情である。特に地方自治体、中
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図3 中国の貿易収支構造



小企業に於いては情報を入手する手段が限定され
ていることから台湾の実力、実態が知られていな
い。

2.2 中国経済を支えるもの作り台湾；
世界最大の貿易黒字国である中国の輸出を支え

る TOP10 の内6社の企業が台湾企業であること
（図4）、また、Notebook パソコン、Motherboard
全世界の 90％以上を台湾企業が製造しているこ
とは驚嘆に値するし、この事実を知っている企業
人 が ど れ ほ ど い る で あ ろ う か。IT 分 野 は
EMS/OEM（生産委託）の国際水平分業が進んで
いる分野であり分かりにくい面もあるが、中国の
食品分野でも台湾の3社が大宗の市場を持ってい
ることを知る人も少ないであろう。これは、中国
が開放政策を始めた時期に果敢にリスクをとって
中国に進出した台湾企業の成果である。

開放当時に於いては資本主義国として発展して
いた台湾企業は社会主義国であった中国の産業界

（すべて効率の悪い国有会社）に比べ製造、販売、
サービス等々あらゆる面に於いて優位にあった。
欧米日が躊躇しながら中国へ事業展開したのに比
べ、華僑国である香港、シンガポールも積極的に
中国進出したことが現在の華僑国の中国国内の地

位を確固たる物にしたといえる。 ただ、香港、シ
ンガポールは国内に製造業が少ない為、小売、サー
ビス、インフラ分野を得意としたが、台湾は国内
に於いて製造業が育っていた為、他2国とは異
なった分野での存在感があることが特筆すべき点
である。

2.3 水面下で繋がる台中関係；
前述の通り中国経済発展には華僑国の貢献が大

とするところであるが特に台中関係は政治的には
微妙ではあるものの特別な関係が構築されてい
る。北京にある台湾弁公室（台湾局）は台湾の中
国進出企業を管理する（外資企業であり外資企業
でない）と共に特別優遇処置も行っている。即ち、
経済的に台中はお互いの長所・短所を補いあって
いる関係にあり台中それぞれの思惑により
ECFA 締結へと繋がったと見るべきであろう。
中国進出台湾企業は6万社、100 万人の駐在員、
そして、進出企業により組織された中国全土 100
箇所を超える台商協会が地方政府との種々交渉を
行うという確固たる基盤を構築している。

2.4 China Risks Management；
日本企業が最も苦労している China Risks につ
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順位 企業 輸出
（億 USD） 台湾の親会社

1 達豊（上海）電脳 217 広達電脳（QUANTA）
2 鴻富錦精密工業（深圳） 132 鴻海精密（HONG-HAI、Foxconn）
3 仁宝信息工業（昆山） 88 仁宝電脳（COMPAL）
4 富泰華工業（深圳） 87 鴻海精密（HONG-HAI、Foxconn）
5 諾基亜通信（ノキア） 83 －
6 緯新資通(昆山) 71 緯創（Wistron）
7 華為技術有限公司 69 －
8 名碩電腦(蘇州) 63 華碩電腦(ASUS)
9 中国船舶工業貿易 52 －
10 中国石油天然ガス集団 51 －

図4 中国の輸出企業TOP10



いては、同一民族であり、かつ約 50 年の国民党一
党独裁下で成長してきた台湾企業は本能的に
China Risks を回避する術を身につけている。そ
れは、超合理主義と権力との共存主義である。欧
米日の商習慣の基本原則である契約より、環境変
化に対し順応に対応することを優先するという合
理的な基本的考え方であり、何の抵抗感もなくそ
れを実行出来るということである。権力との共存
主義とは政府（政治家）が行うとしている政策、
また政策遂行に障害となっていることに対し、率
先して協力、障害解決することにより長期的に人
脈構築を行い、その代償として権力の後ろ盾を確
保することである。

2.5 ECFAにより見えてくる物；
ECFA 締結は台湾が国際的に孤立することを

回避する目的であると捉える面もあるが、実は付
加価値を高める産業政策を取る中国が何としても
台湾の技術を手に入れたかったという側面が浮か
び上がってくる。数回の交渉内容、架け橋プロ
ジェクトの内容、アーリーハーベストの内容を見
ても明らかなように全て中国が全面妥協している
点からも中国が継続的経済発展の為に台湾の技
術、産業を必要としている点を特記したい。

3．日本企業の課題と強みの事実認識

3.1 疲弊した日本企業のビジネスモデルの課題；
冷戦終結以降のデジタル化・グローバル化によ

り新興国を含めた国際水平分業化へと構造変化の
環境下、日本は“失われた 20 年”という言葉で表
現されるように経済大国の自信が喪失されつつあ
る風潮がある。

経済産業省が纏めた産業構造ビジョン 2010 に
て日本の産業の現状と課題を分析しているが、1）
技術で勝っても事業で負ける。（例；日本企業の
液晶パネル世界市場占有率は 95 年には 100％で
あったものが 2005 年には 10％に低下している。

その他多くの商品が同様の傾向がある）、2）世界
の付加価値獲得戦略である、自前モデルの垂直統
合からモジュール化水平分業モデル（ブラック
ボックス／国際標準オープン化の戦略的組み合わ
せ）への転換が出来ていない。という2点に日本
企業が抱える課題が集約されており、世界の成長
を牽引しているアジアの経済成長を取り込めない
原因となっている。

3.2 急成長を続けるボリュームゾーン市場と
その戦略的商品；

日本企業もアパレル、IT 産業に代表される様
に 2000 年迄は水平国際分業により比較的順調に
成長してきた。しかしながら、2000 年以降水平国
際分業により恩恵を受けた新興国を中心とし継続
的に急成長し続けるボリュームゾーン（中間所得
層）市場の台頭によりその市場に対応することが
出来なくなっている（図5）。ボリュームゾーン
の市場はアジアで 1995 年に 6.2 億人であったが
2005 年には 12.5 億人と 10 年間で 6.3 億人も急
成長した増加した（図6）。EU、NAFTA 経済圏
の総人口が各5億人であることと比較すればアジ
アのボリュームゾーン市場だけで 12.5 億人（10
年間で 6.3 億人増）、またその大宗を占める中国
が 7.4 億人（10 年間で 4.3 億人増）の市場が如何
に膨大で世界市場を牽引しているか言を待たな
い。日本の得意とする先進市場の戦略的商品は
高・多機能、高価格であるのに対し、ボリューム
ゾーン市場の戦略的商品は単機能、高品質、廉価
である。輸出依存度が 17％の日本はボリューム
市場の戦略的商品の Marketing の優先度が低い
のに対し韓国、台湾等 Group 2（図2）の国々は
輸出依存度が 50％を優に超えており膨大な本市
場を Target とした戦略的商品の開発、販売に注
力していることは容易に理解できる。これが、日
本企業が“技術で勝って事業で負ける”所以であ
る。
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～2000年 市場 国際分業

先進市場

（高・多機能、高価格）

ボリュームゾーン市場

（単機能・高品質・廉価）

Group１地域（欧米日）
R&D開発、サービス、ブランド、高機能、新技術

Group２地域（台湾、韓国、（中国））
技術LEVELが高く、Operation Know-Howに長け
コスト競争力高品質商品の製造

Group３地域（東南・南西アジア、アフリカ）
労働集約的生産地域

OEM

生産拠点

2000年～2010年

ボリュームゾーン市場

（単機能・高品質・廉価）

Group１地域（欧米日）
R&D開発、サービス、ブランド、高機能、新技術

Group２地域（台湾、韓国、（中国））
技術LEVELが高く、Operation Know-Howに長け
コスト競争力高品質商品の製造

Group３地域（東南・南西アジア、アフリカ）
労働集約的生産地域

生産拠点

OEM

発展途上市場（BOT）

（生活必需品）

先進市場

（高・多機能、高価格）

図5 国際分業・市場の変遷

図6 ボリュームゾーン市場の地域別拡大
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3.3 貿易構造から見る日本の強み；
日本の貿易収支の大幅黒字相手国（図7）は韓

国、香港、台湾、シンガポールであり同国の合計
で 8.1 兆円となっており 3.2 兆円の米国に比べ
2.5 倍である。この4ヵ国とは取りも直さず中国
に対する大幅黒字国（図3）であることから日本
から精密機械、Key 部品が Group 2の国 （々台湾、
韓国、他）へ、Group 2の国々から製造機械、モ
ジュール化された部品が中国へ、中国から組み立
てられた最終製品が欧米へと物流の流れが浮き彫
りになってくる。一例で述べると国際空港のロ
ビーの TV はかつて SONY、SHARP から今はサ
ムソン、LG に変わったがその液晶テレビは中国
製であり、部品の 50％（Key 部品）は日本製であ
るというのが“技術で勝って事業で負ける”とい
う裏の一面である。

3.4 気がつかない日本の強み、先端技術を
支えるアナログと中小企業の匠の技；

先端技術はアナログにて幾多の失敗を経て開発
が行われた後、デジタル化されて大量生産による

コスト競争力を付加し商品化される。地味ではあ
るがアナログ部分が技術開発の核でありその担い
手が大企業を支える中小企業群であることが日本
では当然とされているが、実はこの構造は日本独
特であり米国、中国ではあり得ないと認識してい
る人は少ないであろう。他国ではブルーカラーは
単なる労働力としてしか評価されないが、日本で
は歴史的に職人に対しての評価はホワイトカラー
に対して劣後しないばかりか、その道を極めると
匠と称し尊敬される風土がある。この匠の技が技
術立国、物作り日本を支えているのである。ハヤ
ブサの精密部品をアナログで作った大田区の中小
企業、世界で一社しか作れない原子炉圧力容器は
日本製鋼所が社員として雇用している刀職人の鍛
造技術が生かされているのである。確かに、天才
的発想は日本では生まれないが欧米で生まれた天
才的発想と開発に基づきそれを現実の物として具
現化し商品化出来るのは日本（とドイツ）の強み
であることを良く認識し自信を持てば活路が自と
見えてくる。
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図7 日本の貿易収支構造



4．日台戦略的国際分業（新たなビジネスモデ
ル）

4.1 戦略的市場（ボリュームゾーン市場）；
世界を牽引する中国の同市場は 7.4 億人という

規模であり、前述の通り、単機能、高品質、廉価
が戦略的商品として開発、販売しなければならな
いが、残念ながら日本企業は先進市場（内需）に
特化していた為、韓国、台湾に遅れをとっている
ばかりか、係る戦略的商品をもう作れないのが実
態である。
ならば、同市場は同市場に特化した企業に任せ、
その企業と alliance を組んで総合的連携集合体を
形成するビジネスモデルがその解であろう。即
ち、図8の通りボリュームゾーン市場向けに特化
した日台の J/V を組成する事である。 先進市場
は図5の通り従来型での連携で対応し、此れに加
え、ボリュームボーン市場に於いては戦略的国際
分業した J/V を梃にして対応することにより総
合的連携を行うのである。

4.2 新たなビジネスモデル、戦略的国際分業；
生産に於ける国際水平分業に加え同じ Partner

と同様のコンセプトで各市場別に異なった戦略
（言わば国際市場分業）を総合的に展開する考え
方である。 その為には両企業が得意分野に特化
する必要があり重複部分は果敢に切り捨てる決断
と痛みを伴う。日本企業は先進市場に専念し技術
開発を行い続け、その強みとする R&D、新技術
開発（匠の技とアナログ技術）、サービスに特化し、
ボリュームゾーン市場向け商品は製造しない。技
術を持った地方の中小企業でも同社が海外進出や
限られた人材を派遣する必要は全く無く J/V の
投資者としてグローバル化出来るのである。台湾
企業は生産技術、製造管理、に特化し基礎技術開
発は行わない。日台の J/V は日本企業より技術
供与を受け、台湾企業の競争力ある適切な工場運
営、市場開拓、販売を行うことにより、他、中国、
韓国、欧米企業との差別化を図り優位性を持つ。
例えば、先進市場が Level 3の技術でありボ
リュームゾーン市場が Level 1の技術であれば
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図8 日台戦略的国際連携

2010年～

市場 国際分業

Group１地域（欧米日）
R&D開発、サービス、ブランド、高機能、新技術

Group２地域（台湾、韓国、（中国））
技術LEVELが高く、OperationKnow-Howに長け
コスト競争力高品質商品の製造

Group３地域（東南・南西アジア、アフリカ）
労働集約的生産地域

生産拠点
ボリュームゾーン市場

（単機能・高品質・廉価）

OEM日本・台湾J/V

先進市場

（高・多機能、高価格）

発展途上市場（BOT）

（生活必需品）

<重要>長期的経営戦略を共有し、役割分担を明確にし、信頼関係を構築することが成功のKey



J/V は Level 2の技術を有する優位性を持つ。ま
た、J/V の組み立て工場は中国の労働賃金よりも
安い東南アジアの国に立地することによりコスト
優位性を持つ。日本企業が先進市場の厳しい顧客
要求を先取りする為に、技術、良質のサービス等
の革新を行い続けなければならないが、そのコス
トはグローバル化した連結経営に徹し J/V から
の事業益にて余りあるものとなるばかりか永続的
発展を裏付ける収益が確保出来る。（実際の J/V
ケースから立証済み）

4.3 世界最強の日台連合企業体（まとめ）；
―現状認識；グローバル化による環境変化の認

識；供給、製造の視点からすると地域毎に経済
圏が形成され Group 化（図2）された国々がそ
の特徴を活かして国際分業が深化する。また、
市場の視点からするとアジア特に中国を中心と
して中間層（図6）が先進市場と異なった
Needs のボリュームゾーン市場を形成し急拡
大している。日本はこの環境変化について行け

ず（技術で勝って、事業で負ける）、伸び行くア
ジア・中国の市場を取り込めていない。

―戦略的国際分業；深化する国際分業の Group
1の雄である日本企業は Group 2の何処かの
国の企業と連携し競争力を付ける必要がある。
また、中国経済を牽引する華僑国（台湾、香港、
シンガポール）の何処かの国と連携してボ
リュームゾーン市場に取り組まなければならな
い。この両条件を揃えているのは台湾企業であ
り日台戦略的分業による形成される日台連合企
業体は世界で最強の連合企業体となることは明
白であり新たなビジネスモデルとして明るい将
来を保証するものである。このモデルを成功さ
せる為には両企業の Functions を明確にし、両
国の企業文化の違いを認識して合意された長期
的経営戦略を確認し、実行する強い意思が重要
である。日台には歴史に裏付けられた信頼関係
があり、将来、世界最強の連合体が実現しアジ
ア経済圏に中核的役割を果たし貢献するであろ
うことを確信する。
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(財)交流協会 学生交流事業

日台青年交流事業（マスコミ志望の大学・大学院生招聘）
交流協会では、日本と台湾との若者世代の交流促進に重点をおいており、日本・台湾の高校生及び

大学生・大学院生の招聘・派遣等の事業を行っております。
本事業は、これら事業の一環として実施しており、台湾でジャーナリズムを専門に学んでいる台湾

の大学生・大学院生 20 名を平成 23 年2月6日から 14 日まで日本に招聘し、日本の報道機関等で取
材・編集・報道がどのように報道規範や職業倫理の下で行われているかを見聞することにより、より
正確な情報を報道できる記者として成長する一助となることを期待し、実施したものです。

今回招聘した 20 名のうち、男女各2名の訪日報告書をここにご紹介致します。

2011 年メディア関連学部学生訪日団報
告書

台湾大学新聞研究所
謝怡縈

出発前にはどのような旅になるか考えもせず、
帰国してからようやく八泊九日の間続いたドタバ
タや、食べたり飲んだりしたことを思い返してい
ると、甘い蜜のような素敵な感動ばかりでした。
何もかも、交流協会の行き届いたご手配のおかげ
です。Y さんと G 先生、N さんに引率頂き、私た
ちは思う存分遊び、学ぶことができました。みな
さんのご手配は本当に素晴らしかったです。

日本が大好きになりました。

思い返してみると、今回の旅は本当に不思議で
した。メンバーとは初対面ですぐ一緒に出国し、
帰国の二三日前になってようやく全員の名前を覚
え、お互いに写真を撮りまくっていました。初め
のよそよそしさからその後の大騒ぎまで、皆がい
てくれたから、今回の旅はいっそう素晴らしいも
のになりました。メディア関連の学科に在籍して

いるという共通のバックグラウンドを持つ私たち
は、お互いの学校の先生、学生たちの噂も聞いた
ことがあり、性格もどちらかというと社交的、だ
から一緒に過ごすことも簡単でした。とても特別
な絆が、この九日間私たちをしっかりと結びつけ
ていました。短い日本での旅でしたが、私たちの
友情と日本の思い出はきっと永遠です。いつのま
にか，私も日本が大好きになっていました。

一度も日本に行ったことのない私は、そもそも
日本に対して何の期待もしていませんでした。日
本語もわからないし、ちょっと外国にでも行って
羽を伸ばしてこよう、論文も放り出してしまえ、
という気持ちでいたのです。前学期末、その頃私
はまだ卒業論文のテーマに向けて、混沌した討論
の中にいました。インスピレーションも湧いてこ
ない。論文のテーマをどう方向付ければいいのか
もつかめず、気持ちがふさぎ込んでいた時期でし
たが，ラッキーなことに日本行きの機会を頂き、
気持ちは随分楽になりました。しかし、初めのう
ちは特にワクワクもしていませんでした。卒業、
ジャーナリストしてのキャリアについて、心中
ずっと疑問を抱え、なかなか答えを出すことがで
きずにいたからです。それでも、今回日本に行っ
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たことで、ぱっと気持ちが晴れ渡り、新学期には
卒業に向けてもっと力強く前進できると思えるよ
うになりました。日本のメディアから学んだプロ
フェッショナル魂が、私のジャーナリズムにかけ
る情熱とエネルギーを奮い立たせてくれたので
す。日本に行けて、本当に良かった（旅費の負担
も必要なし。本当に超ラッキー）！

日本に行ったことがなければ、本当の意味で日
本の「美」と「真」を理解することはできません。
日本のあらゆる点に驚かされました。「美」はき
れいに整った静かな環境、そしてあらゆる物事に
秩序があることから生まれます。そして「真」と
は日本人の礼節、奥ゆかしさ、我慢強さと内に秘
められた愛（特に長野の農家で出会った私のお父
さんとお母さんの M.K さん）から生まれます。
そのような社会の雰囲気が平穏で、安らかなとこ
ろが、生活をしているととりわけ心地よく、安心
できました。日本に着いてみると、思いもよらな
いほど礼儀正しく、サービスを大切にしています。
そして謙遜と小さな話声は、確実に台湾よりも優
れています。台湾人は大声で話し、公共の場でも
マナーが悪くなりがちです。それでも台日関係が
良好だからかでしょうか、日本人はとりわけ台湾
人を尊重し、心を開いて接してくれました。数日
間を過ごす内に、私には日本に対する好感が芽生
え、まるで自分の家のように安らげるようになっ
てきました。

・新聞博物館
新聞博物館は日本、ひいては世界の歴史ある新

聞を収集し、期間に分けて展示しています。充実
した資料、詳細な説明、台湾のマスメディアの管
理では考え難いことです。団結力を発揮し国民を
教育するという点に関して、日本新聞協会を真似
たとして、果たしてこれほどの博物館を作り、国
民や業界関係者に新聞を身近に感じてもらい、発

展の歴史を理解しても
らうことができるで
しょうか。

新聞博物館で、日本
初の新聞配達員（東京
日日新聞）を目にしま
した。天秤のような道
具を担ぎ、そこに新聞
を入れて配達していま
した。日本初の新聞

（横浜毎日新聞）、印刷
機などの道具を目にしました。昔の記者と日本社
会との摩擦と理解、衝突と成長を、新聞の実物や、
壁に配置された文章や図によって参観者はまるで
当時にタイムスリップしたような気分になりま
す。新聞協会は本当に細かいところにまで気を
配っていると感じました。残念なことに台湾には
このような展示はありません。台湾にもこのよう
な博物館ができて、新聞の歴史を記録し、ジャー
ナリストの仕事に関するエピソードを刻むことで
歴史の現場を再現し、教育と伝達というメディア
の最も本質的な役割を見直すことができればと思
います。台湾の志ある人が新聞の発展史を整理
し、実演や展示を通じて国民が触れて理解できる
ものになり、子供たちも小さな頃から新聞に触れ
られるようになってほしいと思います。

・メディアの見学
日本のメディアを見学できたことは、最大の収

穫の一つかもしれません。日本と比較することで
はじめて台湾のメディアがひどく歪んでしまって
いることに気づきました（以前はこれほどひどく
はなかったはずです）、低俗な内容や、プレイスメ
ント・マーケティング、政党の介入、キャスター
の誤報や嘘など、台湾のメディアを取り巻く環境
は相当に悪く、記者が本来持つべきプロフェッ
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ショナル性を発揮することが難しくなっていま
す。しかし、日本の読売新聞、信濃毎日新聞、
NHK、SBC 信越放送など、全国紙、地方紙、ある
いは公共放送である NHK などは高品質で、専門
性が高く、大いに見る価値のあるものです。記者
は客観中立の本分を堅持し、真実を記録し、新聞
社の組織も企業や、政府のコントロール、投資の
影響を受けないという一貫したポリシーを持って
います。

日本のメディアとの対話と相互への働きかけを
通じて、私は日本のメディアが社会文化の中で果
たしている特質をさらに明確に理解することがで
きました。いわゆる、真実を伝え、中立で客観的
な報道のやり方という点に非常に感心し、台湾メ
ディアは学び、手本とするべきだと思いました。
しかし、台湾のメディアは過当競争にさらされ、
政党の色彩が濃厚であることなど、構造的に先天
的欠陥を抱えていますが、ネットやデジタル時代
に引っ張られる形で、イノベーションや変革と
いった方向へ進んでいます。例えば壱電視（Next
TV）はニュースの発展形として、記者のデジタ
ル撮影技術の向上、新型携帯電話、iPad アプリな
どを運用しています。台湾のメディア展開の方式
は日本よりも多元的で、魅力あるオリジナリティ
あるものになっており、これが日本と台湾のメ

ディアの相違点であると思います。こうしてみる
と、日本はかなり保守的で、新聞の不動の地位を
固持し、メディアがネットへ向けて速い勢いで発
展していく流れに対して何の準備もできていませ
ん。今後若年の読者はますます新聞を読まなくな
り、ネットなどの情報に乗り換えるようになりま
す。日本が紙の新聞の消滅に立ち向かい、新聞の
全面的デジタル化にシフトするのは先進国の中で
最後になるのではないでしょうか。

・日本の着物と茶道
松代の古い日本家屋に入ると、突然時間が巻き戻
されて伝統的な日本の時代に戻ったような感覚を
覚えます。雪の舞う景色の中で、典型的な良家の
女性が日本の着物を身につけ、庭と廊下を行った
り来たりする様は、詩情に満ちています。当日松
代に行った時間帯はとても寒く、大雪が降ってい
ましたが、着物を着るというのは貴重な経験であ
り、私たちは寒さにもかまわず雪の上で写真をと
り、正真正銘昔の日本人に変身していました。年
配のお母さん方が自分にぴったりの着物選びをお
手伝いして下さり、巧みな手つきで（何層にも重
なる服と帯）着物を着せて頂いたおかげで、日本
情緒あふれる思い出を作ることができました。

茶道も貴重な経験でした。先生は厳粛で荘重な
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様子でお茶を点てられ、一つ一つの動きが丁寧で、
きっちりとした形ができていました。お湯の沸かし
方、お湯の注ぎ方、火加減、温度、茶碗を持つ技術
やコツなど、感心させられるばかりでした。あんこ
入りお茶菓子を食べ、一緒に先生の高度な技で点
てられた抹茶を味わい、私たちは本当の茶道の味
わいと、その精髄を感じることができました。

・忘れられないスキー体験
スキーは人生で一

番楽しみにいていた
ことの一つです。台
湾では絶対にできな
いことなので、本当
に楽しみでした。期
待した通り、美しい
雪景色と滑っていく
ときの快感は、転ん
でしまったとして
も、人を虜にしてし
まうものでした。

飯綱高原の美しい風景は忘れられません。ス
キーの時間があまりにも短かったのが心残りで、
そのことを除けばスキーには本当に満足しまし
た。Y さんがコーチの隣で、私たち日本語能力が
最低の A 組のために、テクニックや注意事項を
懸命に通訳して下さいました。ありがとうござい
ます。私たちが転んでばかりで、くぼみにはまり
込んでにっちもさっちもいかなくなってしまった
ときも、Y さんが手助けして下さり、どんなこと
があっても助けて頂いたこと、本当にありがとう
ございました。そしてみんなでスキーウェアを着
た時、とても暖かくて、スキーをしているときも
全く寒くありませんでした。あれは一体どこで買
えるのでしょうか？生地もあんなに軽くて暖かい
なんて、本当に不思議です。

全体的に、スキーはとても楽しかったので今後
も機会があればみんなで出かけたり、集まること
ができればいいなと思っています。

・農家でホームステイ
わずか一日半、お世話になったご家族と一緒に

過ごしたとが、帰国後も最も気がかりで懐かしい
出来事です。一日一緒にただけで、どうしてこん
なに別れがたい気持ちになるのでしょうか。M
家のお父さんやお母さんご近所さん、そして家の
暖かさとお母さんの味、お父さんとお母さんの愛
情は口に出さずとも行動から十分に感じられまし
た。私たちが玄関を入るとすぐに中へ入れてご家
族に紹介し、日本の伝統的なお菓子（おまんじゅ
うのような、中に甘い、あるいは塩味の餡が入っ
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家族写真

一緒にまんじゅうと餡を作る



ているもの）作りを体験させて下さいました。こ
たつで暖まり、机いっぱいに並んだごちそうを食
べ、暖かな寝床を用意して下り、雪かきやお参り
を教えてもらい、わずか一日の間に笑顔とあいさ
つで、私とお父さん、お母さんの命が結ばれたの
です。機会があれば、また会いたいと思います（次
はきっと簡単な日本語の日常会話を覚えて、お母
さんの言葉がわかるようになっておきます）。

・大浴場へ
皆恥ずかしがることもなく、誘い合っていっ

しょに大浴場へ行きました。お風呂に浸かってお
しゃべりをし、本音を語り合うのは（素っ裸になっ

ていることがポイント）、相手の話を最もまじめ
に聞ける時だと思います（相手の話を聞いている
時によそ見ばかりしていると、確実にばれてしま
うからです）。だから日本の大浴場という入浴方
法は、疲れをほぐすと同時に、人間性の試される
場なのだと思います。
以下では思い出の写真を振り返ります。

交流 2011.6 No.843

― 14 ―

二月生まれ

世新大学のメンバー

雪かき
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台湾メディア青年訪日団̶交流の感想

台大新聞所
黄家緯

今回の訪問が私の初来日となりました。以前に
カナダ、タイ、シンガポール、中国、香港などを
訪れたことがありますが、かねてより日本は一度
訪れてみるべき国だと思っていました。幸運なこ
とに、交流協会から日本のことを深く理解する機
会を頂きました。

同じアジアの国ですが、今回の経験はむしろカ
ナダでの生活に似ていると感じました。きれいな
空気、掃き清められた道路、賑やかな街の光景、礼
儀正しい人々のおかげで非常に快適で、東京の交
通も非常に良かったです。買い物や、グルメ、神
社、ランドマークスポットだけでなく、地下鉄で簡
単にどこへでも行けること、さらに標示でも英語
やたくさんの漢字があり、日本語があまり得意で
ない私も自由自在に行動することができました。

台湾では毎年多くの人が日本へ旅行に行きます
が、私たちの日程は日本の全国および地方のメ
ディアを訪問できる点が特別で、このような場所
には普通のツアーでは行くことはできません。日
本新聞協会は各地の記者、編集者などの報道関係
者から組織される大変に重要な組織で、メディア

の自律に関して非常に重要な役割を担っていま
す。印象深かったのは、台湾の記者が記者協会に
加入している割合が半分に満たないことで、日本
の報道関係者には業務の自主権があり、労働者の
権利や職場研修が充実していることがよくわかり
ました。

日本の公共放送である NHK は毎年大人気の大
河ドラマや番組を放送し、日本で大きな人気を呼
んでいるだけでなく、外国にも販売されています。
そのため NHK に広告収入はありませんが、日本
国民は受信料を自主的に支払っており、一貫して
大きな発展を続けられています。これは台湾の公
共放送が置かれた状況とかなり異なっています。
一つには、台湾の公共放送は往々にして政党や政
治勢力によるコントロールを受け、中立の保持や
経営に専念することができていないこと、二つ目
には、毎年十億にも満たない予算のために台湾の
公共放送はそもそも高コストで製作される良質な
ニュースや番組を制作することができないという
ことが挙げられます。

そのため両国の公共放送のあり方や機能につい
ての立場は大きく異なっており、今回私の一番の
感想は、台湾の公共放送が学ぶべきなのは、いわゆ
るプロフェッショナルの精神や良質の番組である
と思います。毎年恒例の NHK の正月特番、紅白
歌合戦の視聴率は約 50％にも上り、台湾の公共放
送にはこれに匹敵する番組は一つもないばかりか、
十分の一にも達しません。日本を参考にするには、
台湾はまず番組で国民の理解を得る必要がありま
す。多くの視聴者を獲得すれば影響力は自ずから
大きくなり、そうなれば広告収入がなくとも社会全
体が公共放送を利用し、信頼し、自然と支持する
ようになます。世論も毎年国が多額の予算を公共
放送に投入することを支持するようになり、そこで
初めて新たな経営モデルが生まれるでしょう。
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公共テレビ以外に、新聞の制作や購読習慣も台
湾とは大きく異なっています。一番印象深かった
のは日本の高い購読率で、読売新聞の一日約八百
～一千万部という販売部数はほぼ世界一位で、日
本全国の重要な情報の伝達や、民主政治の運営に
おいて重要な役割を果たしています。その理由を
突き詰めていくと、日本のマスコミが長期的な視
点を持って、各地の小中学に入り込んで無料の新
聞を提供し、メディアリテラシー教育を行い、児
童や青少年が新聞を購読する習慣を育むだけでな
く、生徒たちがニュースの生まれる過程について
も、一歩進んだ理解ができるようになっています。

読売新聞が学生の読者層に関心を持ってもらう
ため、毎日の紙面にピカチュウの学習コーナーを
設けていることが強く印象に残りました。この
他、各地の新聞やテレビ局も独自のキャラクター
を持ち、メディア全体のイメージがより親しみや
すいものとなっています。全国紙の大きな発展だ
けでなく、今回訪問した長野の地方紙、信濃毎日新
聞は一日に四十数万部を発行しています。この部
数は台湾の全国紙の発行部数に匹敵します。日本
人が全国紙だけでなく、地方の公共問題についても、
地方紙を通じて関心を寄せていることがわかります。

このことは台湾の地方紙とも大きく異なっていま
す。一つ目には、台湾のコミュニティはいまだ発展
段階にあり、地方の公共的事情については関心が薄
いことです。そのため地方事情をテーマとする地方

紙には市場がほとんどなく、現在台湾の地方紙には
商業として新聞社を経営するところはありません。
ほとんどが近隣の学校や地域住民が独自に発行し
ているもので、プロの新聞制作や経営モデルでなけ
れば全国紙と競争をすることは不可能です。しか
し、今回訪問した信濃毎日新聞で、プロ意識の高い
紙面や、経営陣が自信を持って長野の住民は読売
新聞よりも信濃毎日新聞を信用し、頼りにしている
と語っていたことを見ると、これはメディアの理想的
な発展段階にあるといえるのではないかと思います。

メディアを見学することだけでも十分に貴重な
経験だと思っていましたが、むしろ長野でのその
後の五日間が忘れられない思い出になりました。
長野に行く前日、現地の旅行関連部門の責任者、
そして長野のホテルのスタッフの方が東京に来て
説明をし、プレゼントと関連情報の載った冊子を
下さった親切さが心に残っています。

長野到着後は、ホテルが看板で私たちを歓迎し
て下さった他にも、松代荘は私たちが下車する前
に国旗で歓迎して下さり、とても感動しました。私
たちは零下何度という極寒の地にいましたが、心は
ぽかぽかと暖まりました。東京とは異なる現代感
のある場所で、私たちはスキーをし、着物、抹茶文
化、露天風呂の温泉を体験し、地元の美味しい料
理を食べて鬼無里の民家に宿泊しました。おそら
く今後どれだけお金を払ってツアーに参加しても
得ることのできない貴重な経験だったでしょう。
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台湾にもお茶の文化はありますが、どう飲もう
と全くの自由です。抹茶による茶道文化体験の
際、先生やその他お手伝いの女性スタッフの方々
のプロ意識がとても高く、一つ一つの細部にこだ
わっていたことに感嘆していました。茶器を洗
い、茶を入れる間、茶碗の方向、そして角度に、
伝統文化の美が見られたのです。このような先進
的な国が伝統文化を余すところなく保存し、それ
を観光産業にまで発展させたそのソフトパワーは
大きな成功を収めていると言えるでしょう。私た
ちに着物を着せてくれた先生方は一つ一つの小さ
な部分にこだわり、私のお腹があまり大きくない
ところを、先生方は長い時間かけて帯を調整し、
昔の将軍に見えるようにして下さいました。伝統
的着物を身にまとい、下駄を履き、抹茶とお茶菓
子を頂き、雪の降る松代の古城をそぞろ歩きまし
た。これより素晴らしいことが他にあるでしょう
か？

鬼無里の農家の生活体験が今回のイベントのク
ライマックスであったことは間違いありません。
私たちは男性四人とも日本語が話せない、あるい
は基本的な言葉をいくつか言えるだけだったの
で、お父さんの車の中ではずっと押し黙り、意思
の疎通ができずに緊張していました。しかし、家
に入った途端、お母さんと九十二歳になるおばあ
さんが温かく迎えて下さり、私たちが日本語をわ
かるかどうかなどお構いなしにずっと話しかけて
きて、とても可愛いと思いました。私たちはわ
かったような顔をしながら、ジェスチャーや目配
せ、少しの英語や漢字を使っているうちに、言葉
は少しずつ問題にならなくなってきました。私た
ちはお互いに心でコミュニケーションを取ってい
たのです。

お母さんにおまんじゅうをごちそうになった
後、おばあさんから蕎麦の打ち方を教わりました。

お父さんも納屋を見せてくれたり、羊の餌やりや
乗馬、雪かきなどに連れて行って下さり、貴重で
珍しい経験ができました。すでに家を出て行った
お兄さんとその奥さん、可愛い娘さんもやってき
て、私たちを歓迎してくれました。夜、私たちは
紙と鉛筆で漢字を使って日本のアニメやお互いの
生活、日本と台湾の違いなどを語り合い、お兄さ
んにはコマ回しを教わり、お父さんとお母さんか
らは竹とんぼや鬼の面を頂き、まるでずっと昔か
ら家族だったように思えました。夕食の時、お父
さんが「酒はいけるか」と尋ね、私たちは少しな
ら、と答えました。するとご家族はわざわざ日本
酒やビールなど、三四種類のお酒を出して、気前よ
く振る舞って下さいました。夜の入浴の時にはお
父さんとお母さんはどうしても私たちに先に入って
浴槽に張ったお湯に浸かるよう言って下さいまし
たが、私たちは本当に申し訳なくて、浸かることは
せずご家族に残しておくことにしました。

翌朝、お父さんとお兄さんに、近くの神社とお
寺へ連れて行ってもらい、そこで初めて神社とお
寺では参拝のしかたが異なることを知りました。
道中お父さんは寒がる私たちを見て、わざわざ停
まって道ばたの自販機で温かい飲み物を買って下
さいました。自販機は東京の街角にあるものとは
大違いで、ボタンは凍り付いて雪まで積もり、選
べる商品も多くはありませんでしたが、あの温か
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いミルクティーは今まで飲んだ中で一番美味し
かったです。その後、午前中私たちは近所の坂道
でスノーボードをしました。家にあるボードを
持って行ったのですが、数日前に飯綱高原でやっ
たスキーとは全く異なり、スケートボードのよう
に両足を板の上に固定するもので、もう一つは
座って滑るものでした。お父さんとお兄さんに隣
で指導してもらい、私たちはまるで幸せな子供の
ようでした。

長野でも東京でも、遊びや交流の時に引率して
下さった Y さん、団長の G 先生、N さん、長野の
N さん、通訳の Y1さん、そしてもう一人の通訳の
方、私たちについてスキーをして下さった名前の
わからない先生と、ガイドの方(私うっかりして
いました、遠慮していたのか名前も教えてもらえ
なかったのです)、みなさんが暖かく私たちの面
倒をみて下さり、こんなにも充実して楽しい旅が
できた一番の理由は、やはりみなさんがいて下
さったからでした。遊び呆ける子供たちを引率す
るのは骨の折れる仕事で、Y さんにはご迷惑をお
かけしました。とても上手に私たちをまとめ、た
くさん冗談を言って笑わせてくれました。G 先生
は学者ですが、遊ぶときには私たちと一緒にハイ
になっていました。付き添いの日本人の方々のこ
とで驚いたのは、私たちが食事をしている時、一
緒に食事をせずに、誠実な様子で片隅に立ち私た

ちを見守っていたことで、私はとても申し訳なく
思ってしまいました。

今回の旅で私はさらに日本を知り、日本に入り
込み、そして日本を愛するようになりました。私
たちは一緒に日本語を勉強しようと言い、機会が
あればまたあの家に泊まりに行きたい、日本語で
話がしたいと思うようになりました。そして、今
回早稲田大学を訪問して学生たちと交流し、彼ら
の学生生活をとてもうらやましく思い、さらに台
湾と日本を比較したメディア文化の研究をし、機
会があれば日本で留学して、早稲田の外国人学生
に占める台湾人の人数を増やすことができればと
思っています。

メディア訪日団心得回饋

台湾芸術大学廣播電視系
周士為

暑い夏の日の午後、当時私はまだマレーシアで
国際ボランティアをしていました。仕事が終わり
帰宅してからパソコンつけ、久しく更新していな
かった plurk や facebook を何となく眺めている
と、交流協会がメディア訪日団のメンバーを募集
していると、友人が伝えていました。こんな機会

交流 2011.6 No.843

― 19 ―



を逃す手はないと思い、直ちにサイトをお気に入
りに追加し、台湾に戻ったら絶対にこのチャンス
をものにしようと思い、申し込みをしました。

思いもよらないことに、応募をしてから私の日
本に対する見方が変わり、人生における豊かな体
験の経験が増えました。

以前の私はいわゆる哈日（親日）ではなく、日
本について得られる情報はほとんどメディアを通
してのもので、日本に対しては、堅苦しい、ユー
モアがない、融通が利かない、性産業が盛ん…な
ど、いわゆる固定観念を抱いていました。しかし、
これらは私がそれまでに日本に触れたり研究した
ことがなかったために私の心に根を下ろした先入
観でした。しかし、今回の訪問を通じて、人情、
文化、ファッション、テクノロジーなど、私の日
本に対する考え方は一転しました。一人の大学三
年生の学生にとって、周囲の人もうらやむような
貴重で得難い経験でした。

そうして、旅は始まり、物語が始まりました。
ANA の飛行機は、マスメディアに対する熱意

と興味を抱いた二十個の燃える心を乗せて、風に
乗って日本の首都、東京へと飛びました。初めて
日本の地を踏み、冷たく乾いた空気を吸い込みま
した。全てが新鮮で、全てはこれから始まります。
第一印象は、清潔で、思ったほど寒くありません
でした。東京の最初の夜は、静かで美しく、東京
タワーの放つまばゆい光が私たちの宿、東京プリ
ンスホテルを包み込んでいました。その晩、友人
と一緒に街をぶらつき夜食を食べている時に、日
本はロマンチックだな、カップルや夫婦で行くの
にもってこいだよ、思わずそうつぶやいていまし
た。

日本の第一印象は、「ロマンチック」でした。
二日目からは、NHK、読売新聞、CBS、信濃毎

日新聞、日本新聞協会、新聞博物館そして早稲田

大学と、日本で有名な、専門的水準の高い報道関
係機関への訪問が始まりました。まず、今回日本
のプロジャーナリストの方に会ってお話をする機
会を持てたことを、本当に光栄なことだと思いま
した。特に NHK World への訪問に興味を覚えま
した。私には将来ジャーナリストになり、国際的
感覚を持った報道人になりたいという夢がありま
す。そのため、一番興奮したのが NHK World の
見学でした。台湾では多くのテレビ局が性的で暴
力的なニュースに満ちており、国際的常識の欠如
が深刻です。私は、国際ニュースを取材し、研究
することのできるジャーナリストになりたいと
思っています。そのため、日本最大の報道機関で
ある NHK が毎日 30 分ごとにニュースを放送し
ているのを目にして、番組の制作を見学したとき、
心からうらやましく思うとともに、自分もその一
員になりたいと思いました。

NHK の訪問では、その巨大な規模とシステム化
された組織に驚かされました。台湾の公共テレビ
によるニュース番組制作の規模は NHK とは比較
になりません。同じく国家の放送機関でありなが
ら、これほどまでに異なることに、台湾の報道制度
や組織に深刻な欠落があることがわかりました。
資源や経費不足が不足していては、良質かつ専門
性のある正確な報道などは望むべくもありません。

また、その日の晩、ホテルで休んでいる時に、
何となく日本のニュース番組を見ていると、ある
ことに気がつきました。日本のニュース(特に
NHK)は制作時間が長く、およそ三～五分間あり
ます。台湾のメディアは、TVBS を訪問した経験
からいうと、一般に台湾の商業ニュースの編集担
当の規定では、ニュース一つの長さは一分半から
二分半を主としており、テレビ局は限りある時間
内に全てのニュースやその内容を伝えるよう、明
文化した規定があります。しかし、日本のメディ
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アの放送するニュースはおしなべて完成度が高
く、首尾一貫しています。そのときのトップ
ニュースだった相撲スキャンダルを例にすると、
テーマ性のあるニュースを制作するとき、台湾は
偏った特集を組むことがあり、日本の一般的な毎
時ニュースの内容は、厳重なチェックと編集を経
て放送されます。台湾の要求する速い、ショッキ
ング、正しい、という態度に比べ、正確性と内容
の豊富さに優れています。

NHK のベテラン担当者の方とお話をした際
に、NHK のニュースソースはまず地方の記者が
情報を提供し、その後東京で編集をした後に放送
するということを伺いました。このようなニュー
スの制作、放送のやり方は、非常に厳格で道徳的
なものだと思います。一本のニュースが制作され
る過程で多くの人の手を経て、何度もチェックさ
れ、誤りのないことが確認されてから視聴者に向
けて放送されるのです。台湾の制作から放送の過
程を見てみると、以前私が自ら見てきた経験を例
に取ると、文章を書く記者とカメラマンが非常に
短い時間の中で（午前中に一本のニュースを作り
終え、正午のニュースに乗せる必要があります。）
約二分間のニュースを完成させなければなりませ
ん。そのため、撮影を終えて原稿を書き終えたら、
すぐさま局に戻ってニュースを制作しなければな
りません。文章は帰り道にカメラマンと編集を話
し合い、放送原稿は道中書き上げてしまいます。
しかし、このように慌ただしく切迫した状況で、
しかも記者とカメラマンの二人だけで一本の
ニュースに責任を持つと、内容が浅くなりがちで、
誤りも発生しやすくなります。その結果、台湾で
はニュース制作時間が短く、チェック制度もない
ので、ニュース制作、放送の番人として、一番受
動的な視聴者は事実と異なる情報をつかまされ、
ニュースとしての価値を失ってしまうのです。

そのため、NHK の適切な制度を知ってしまう

と、台湾のメディアが過当競争によっていい加減
なニュースを制作してしまうのは、極めて残念な
ことだと思うようになりました。

また、日本新聞協会を訪問した際に、副社長の
方がこうお話しされました。メディアが政府や特
定の企業の宣伝道具にならないよう、日本政府は
政府や財団が一定の規範を持つよう明文化した規
定によって定めています。しかし近年「三中」問題
が広く討論されています。すなわち即中国時報、
中視、そして中天が旺旺グループに買収され、旺
旺グループの握るメディア資源が全台湾のメディ
アの半分を超える事態になっています。一つの営
利企業がメディア資源を独占することが、今後メ
ディアの公正、あるいは正確性に影響を及ぼし、メ
ディアが大企業専用の宣伝の道具になってしまわ
ないのか、という点が議論の的になっているので
す。一方日本では、紙に書かれた明文規定によっ
て株式資本の分配を規定し、メディアの公正性に
影響しないようになっており、また、メディアの収
入が全て広告、売上高および活動の内容が大企業
のコントロールを受けないようになっています。

日本での前半四日間はスケジュールがぎっしり
詰まっていて収穫も多かったです。メディア関係
者や高い地位にある人とお会いしてお話をする中
で、重要なことがおざなりにされる部分もありま
したが、全体的には大きな成果がありました。

九日間の日程の内、一番印象に残ったのは、や
はり田舎で一晩日本の家庭にホームステイができ
たことでした。本当は出発前には、自分が日本語
を全く話せないことで壁ができ、ホームステイ先
のご家族との溝が生まれてしまうのではないかと
心配していました。また、日本人のこともよく理
解しておらず、得られるのはメディアからの一方
的な情報ばかりだったので、日本人は内向的で
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ユーモアのない人たちだと思いこんでいました。
西洋のように感情豊かな話し方に慣れている私
は、ご家族と気が合わないのではないかと思って
いました。しかし、全ては余計な心配で、ホーム
ステイ先に行って二十四時間後にはすっかり消え
去ってしまいました。思い出の全てが、愛と感動
で一杯です。

七日目、長野のセンターでそれぞれの家庭への
割り当てを待っているときは、ワクワク半分怖さ
半分で、手にびっしょりと汗をかき、両足はガク
ガクと震えていました。それでも笑顔は絶やさず
にいましたが。N さんの名前が呼ばれました。
その人がこれから二日間、私の日本での父親にな
る人でした。

私のお父さんはすでに「おじいちゃん」になっ
ていて、お子さんは私たちよりずっと年上で、す
でに結婚して独立しているということでした。そ
れでも、やはり私たちはお父さんと呼ぶことにし
ました。

お父さんの家は昔ながらの日本の家庭で、家で
はペットとしてポニーと羊を飼っていました。玄
関をくぐると、強い木の香りと畳の香りが漂って
きてワクワクした嬉しい気持ちになってきまし
た。出国前に、私は豪華な内装のホテルではなく、
地元の生活にどっぷりと浸かってみたいと思って
いたからです。家についたばかりだというのに、
お父さんは興奮気味に私たちをペットの散歩に連
れて行ってくれました。小さな頃から台北に育
ち、そこでの生活に慣れた都会の子供は、そのよ
うな光景を目にして、興奮と喜びを全身にみなぎ
らせているのでした。お父さんは注意深く私たち
をポニーに乗せ、そのついでに家の様子を教えて
くれました。

家に入って応接間で一緒に暖まっていると、可
愛いおばあさんの姿が現れました。おばあさんは

すでに九〇歳を超えていましたが、言葉は力強く、
若者に少しも負けていないと言っても過言ではあ
りません。その後、おばあさんにそば打ちを教わ
りました。そば粉の混ぜ方、こね方から、塊を細
い麺に切るまで、おばあさんの力強さとたたずま
いは、まさにプロと呼ぶべきものでした。私たち
もおばあさんを真似て生地をこねましたが、やっ
てみるととても難しく、若者たちの作った生地の
厚さや大きさは、おばあさんの自然できれいな仕
上がりとは比較にもなりません。おばあさんは自
分の作った生地の塊を、大の男四人がめちゃめ
ちゃにしてしまう様を黙って眺め、傍らで静かに
微笑んでいました。

その日の晩、お父さんの息子さん一家も帰って
きて、私たちと一緒に食事をとりました。夕食時
の賑やかな笑い声は、今思い出しても不思議です。
私たちは四人とも日本語ができないのに、下手な
日本語と漢字だけで、お父さん一家と楽しく会話
ができていたのですから。お父さん一家のもてな
しを受けて、私たちは自分たちが家族として、全
く身内のように扱ってくれることに感動していま
した。お父さんも私たちを息子と呼び、そうした
不思議な感覚のためか、お別れまでの時間は本当
に早く感じられました。血縁関係もなく、言葉も
通じない全く初対面の人たちが、二十四時間も経
たない間に国境も年齢も超えた家族になったので
す。私が日本文化に触れる前に抱いていた思いと
は、大違いでした。日本人は、とても暖かい人た
ちでした。そしてまた、奥ゆかしく、とても礼儀
正しい人たちでした。

しかし、ホームステイ先では、伝統的な日本人
の生活の中で、男性は依然として主人として振る
舞っていることにもきづきました。夕食の時、お
母さんとおばあさんは私たちと一緒に食事をせ
ず、台所で忙しく男たちのために働いていたので
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す。もちろん、これは正しいかどうかを問うよう
な問題ではなくて、イスラム国家では、女性は体
を布にくるみ、体を露出してはいけないのと同じ
で、道徳的問題ではなく文化的な差異です。それ
でも私の目には不可解なこととして映りました。

二日間、お母さんとのコミュニケーションはとて
も少なかったのですが、私たちのために一番骨を
折って下さったはお母さんです。母親の無言の努
力の偉大さを思い知りました。そして、日本の伝
統社会における男性の権威と、女性の服従に気づ
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きました。

九日間はあっという間に過ぎ去り、日本を好き
になり始めたところで離れなければならず、ただ
名残惜しいと思うのみでした。充実した九日間を
過ごしての帰国、その収穫は日本のメディアと直
に顔を合わせての交流だけでなく、同行メンバー
との友情や思いやり、ホームステイ先のご家族と
の忘れられない思い出です。G 先生と交流協会の
Y さんに感謝申し上げます。今回、メンバーの一
員となる機会を頂き、非常に印象深く、大きな影
響を受けた旅でした。しかし、作家の褚士瑩が書
いたように、旅は素晴らしい人生の代名詞ではな
く、素晴らしい人生の第一歩に過ぎません。旅を
通じて外の世界を見た後で、人生の第二歩をどう
踏み出すのか、それが大切です。ともに努力しま
しょう。

「記者志望学生訪日団」報告書

輔仁大学大衆メディア学研究所大学院
呉雅琴

初めての出国で、光栄なことに日本のマスメ
ディアの訪問に参加することができました。この
たびの機会をお与え下さった交流協会に、心から
感謝を申し上げます。今回の訪日で、日本のマス
メディアの全体的な運営についての考え方が理解
できただけでなく、日本文化の謙虚で礼儀正しく
厳粛な態度を深く理解することができました。こ
れも今回の旅行で最も学ぶ価値のあったものだと
思います。

スケジュールは非常に過密に思えましたが、交
流協会からのお心遣いを感じ、メディアの見学や、
学術交流、あるいは農村での体験など，どれも非
常に興味深く、特に今回の日程は普通では触れる

ことのできないもので、本当に貴重な体験でした。
その中で、日本と台湾の新聞の違いには、少し

不思議さを覚えました。日本の新聞購読率は相当
に高く、若年読者の新聞離れという苦境に立たさ
れてはいるものの、いまだ新聞の地位を揺るがすに
は至らず、発行部数トップの読売新聞をよく見てみ
ると、文字が写真より相当多いにもかかわらず、依
然として読者を獲得し続けています。逆に台湾の
四大紙を見てみると、近年トップを独占しているり
んご日報は写真や視覚的刺激を駆使することで勝
利を収めていますが、読者の注目を集めるという方
法が奏効しているようです。しかし日本では刺激
的な画像を使用せずとも、読者は新聞で情報を得
ることを望んでいます。このようなメディア環境は
台湾とはかなりに異なっているといえるでしょう。

また、日本のマスコミもタイムリーな報道を目
的としていますが、台湾に比べて日本のマスコミ
職員の福利は比較的充実しており、SBC、信濃毎
日新聞社を見学したときには職員用の仮眠室、レ
ジャー教室を目にしてました。これも台湾に比べ
て優れている部分だと感じました。

しかし、今回の見学で少し心残りだったことも
あります。例えば日本の記者の組合である「記者
クラブ」を実際に見学することができなかったこ
と、あるいは日本の現場記者と直接会ってみるこ
とで、台日の報道環境における違いについて交流
ができなかったことなどです。また、時間に限り
があったためか、一部の質問に対してメディア側
は全てを説明できず、比較的一面的な新聞の運営
のプロセスや操作に関する考え方しか理解できま
せんでした。次の機会があれば、質問時間をもっ
と多く取り、メディア関係の学生と実務記者が出
会い、知り合う機会を設けてはいかがでしょうか。

しかし、今回の日程は日本のローカルのマスコミ
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を理解するのに大きな収穫がありました。新聞ある
いはテレビ放送だけでなく、あらゆるものに大きな
興味を抱きました。見学の時に同行のメンバーた
ちはテレビ局内のスタジオや番組の収録などに関
心を抱き、次々に記念撮影をしていました。特に、
キャスター席には一度座ってみたいと思いました。

他にも小さな発見がありましたが、NHK、読売
新聞、SBC、信濃毎日新聞などを見学していると、
いずれもアニメキャラのようなマスコットがいま
した。本来マスコミが持つ厳粛さを和らげ、可愛
らしいイラストでイメージづけるというのも台湾
のテレビ局や新聞社には見られない変わったやり
方だと思いました。

そして、信濃毎日新聞社からは「整理記者」と
いう職種を紹介して頂きました。これも台湾には
ないものです。紙面のに載せる記事やその大小を
決めるもので、その権限はかなり大きいといえる
でしょう。台湾の編集に似ているようです。ま
た、新聞博物館には新聞の一番初期の頃から残さ
れた資料があり、きちんと整理されていて、日本
新聞が辿った発展の歴史を垣間見ることができま
す。こうして日本の新聞文化に接近することがで
きたことは非常に刺激的でした。台湾でも新聞文
化を少しでも多く保存し、盛り上げていってほし

いと思います。

昼間に盛りだくさんのスケジュールをこなした
後、夜は交流協会主催の宴会に仰天してしまいま
した。夕食は非常に豪華で、夜食の心配もなく、
本当に交流協会の心遣いを感じました。こんなに
豪勢な食事内容に私もメンバーも驚き、「台湾に
戻ってからはどうすればいいのか」と思っていま
した。また、その夜の自由行動時間には電車に
乗って東京の近場を歩くことができ、日本での生
活の楽しさを味わうことができました。

正式な訪問日程が終了してからは、楽しみにし
ていた着物体験とスキーです。一面の白銀世界で
ある長野で、着物を着て写真を撮ることで、日本の
農村の美を感じ、さらにスキー体験はこれ以上ない
ほどにスリリングでした。装備を身につけると準
備万端に見えましたが、実際にスキー場に来てみ
ると、想像したよりもずっと難しいことがわかりま
した。転んでばかりいた私はインストラクターの方
とメンバーたちに助けてもらうしかなく、長い時間
をかけてやっと一回目を滑り終えることができまし
た。貴重な機会だったので、リフトに乗って二回目
に挑戦しました。皆が慣れてしまったのを見たか
らか、私も怖い気持ちをぐっと抑えてスキーに専念
しました。急な下り坂ではやはり転んでしまいまし
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たが、少しずつコツがつかめて、一回目よりもス
キーの楽しさを感じることができました。

最後は今回最も貴重な、長野でのホームステイ
でした。来るまでは日本の農村について様々な想
像を巡らせていましたが、自分が白銀の山で一晩
を過ごすことができるとは考えてもみませんでし
た。人生においても相当に貴重な経験だったと思
います。興奮はしながら、緊張もたくさんしてい
ました。日本語がうまくない私は、せいぜい二言
三言日常の言葉ができるだけで、どうやって宿泊
先のお父さんお母さんと意思の疎通をすればいい
のかわからず本当に悩まされていました。しか
し、幸いなことに、共に K さんのお宅に割り当て
られたメンバーの中に日本語のよくできる人がお
り、おかげで私たち三人は宿泊先の家庭環境につ
いてよりいっそう深く理解できました。お父さ
ん、お母さんと生活し、割り当てられた K さん一
家は、芸術家肌の家族でした。建物から室内の家
具内装にいたるまで、全てお父さんとお母さんの
手作りによるもので、木造二階建築は上品でデザ
イン性も良く、入ってみると年取った白猫とペッ
トのニワトリがいて、また他とは違う風情を添え
ていました。それだけではなく、街から離れた山
間地区であるために生活は不便で、お母さんは食
材の供給も一手に引き受けています。体に良く健
康的なのはもちろん、美味しさも備えていました。

私たちが到着した後、最初の食事として、ヘルシー
なアップルパイをごちそうになりました。言葉は異
なっても、簡単な言葉と笑顔だけで、宿泊先の家庭
の私たちに対する心配りと、私たちの暮らしに対す
る好奇心を感じることができました。

農村地域は素朴で、都市とは甚だしく異なって
いました。喧噪から遠く離れてこの地で一夜を過
ごせたというのは、本当に素晴らしい経験でした。
交流協会がこれほどまでに入念なご手配をして下
さったことに感謝いたします。お別れの時には、今
後の人生でまた来るのはとても難しいだろうなと思
いました。今回の旅で最も特別な経験でした。

最後の一日になると、日本を離れがたい気持ち
になってきて、まだ離れていないのにすでに懐か
しむような感覚が生まれてきました。九日間の日
程でしたが、あっという間に過ぎ去ってしまいま
した。この九日間、正式な訪問日程も遊びも、そ
して農村での体験もとても充実していて、それぞ
れが忘れがたい思い出となりました。善光寺で極
楽の錠前に触れ、灯明まつりを鑑賞しました。こ
の思い出深い旅は台湾に戻ってからもずっと懐か
しく思い起こすことでしょう。また日本を訪れる
機会があればと思います。
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そして、東京も長野も道路はとても清潔で、ゴ
ミや汚れが少しも見られないことに気づきまし
た。また、どこに行っても店員は親切で礼儀正し
く挨拶し、顔には始終笑みが浮かべられていまし
た。デパートの営業時間を過ぎてしまっても、店
は優しく私たちを迎えてくれて、かねてから日本
人は礼儀正しいと聞いていましたが、実際にこの
目で見てそれが本当であることを知りました。

道路が清潔であることで思い出しましたが、歴
史あるテレビ局や新聞社を訪問したとき、NHK、
読売新聞、信濃毎日新聞社などは数十年の歴史を
持つ組織であるにも関わらず、内部は美しさを保
ち、建物の外観からも数十年という歳月は全く見
いだせず、真新しいビルのようで内部も同様にき
ちんとメンテナンスされとても良い印象を受けま

した。こうした品質へのケアがあるおかげで、日
本のジャーナリストはよりよい職場環境を享受で
き、仕事の質を高めることに役立っているのだと
思います。

全体としてとても意義ある訪日で、帰国後もメ
ディアの仕事に対して新たなことを学ぶことがで
き、今後記者という仕事に対して新たな考え方を
持つきっかけになったと思います。改めて、交流
協会からの心遣いと、今回の機会を与えて下さっ
たことに感謝申し上げます。また、台湾と日本の
マスコミ環境がもっと頻繁に交流し、コミュニ
ケーションを取ることで、メディア環境がさらに
向上することを願っています。
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タイ進出台湾企業の経営実態を探る（3）
東京中小企業投資育成株式会社

国際ビジネスセンター所長 藤原 弘

今回も 2011 年2月下旬にタイの台北経済文化
弁事処の邱柏青経済部長の協力により、タイに進
出している台湾企業を訪問する機会を得た。自動
車部品メーカーの LIN INDUSTRY CO.LTD と接
着剤のメーカーである ETERNAL RESIN CO.
LTD である。この二つの台湾企業正確にはタイ
化した台湾企業の経営上の特徴は以下のとおりで
ある。

1）両社の社長は家族ともどもタイの国籍を取
得し、タイ人の名前を有すると同時に会社
もタイ企業となって各種の優遇政策を受け
ている。

2）この2社の台湾企業は日本企業を主要顧客
としており、日本企業からの技術、経営ノ
ウハウの吸収に努めている。

3）会社の労務管理はタイ語で徹底しており、
日系企業に比べれば転職率ははるかに低
い。

4）人材の登用はタイ人、日本人、中国人を登
用しているが、今後はさらにラオス、カン
ボジア、ミャンマー、インドからの人材を
採用しようとしている。

以下にインタビューを行った企業の経営内容を
紹介したい。

⑺ 日系企業への部品供給に特化す
るーLIN INDUSTRY CO.LTD

LIN INDUSTRY CO.LTD の概要
設立：1980 年
社長：林 坤助氏
登録資本：300 万バーツ
立地：SAMUTHPRAKARN
工場面積：1,280 平方メートル
従業員数：30 名
製品：自動車金型部品、電子金型部品等

（日系企業が主要顧客）

林社長は 41 年前にタイに来て、最初の2年間は
タイの企業で働いたが、その後独立して LIN
INDUSTRY CO.LTD という自動車金型部品メー
カーを設立した。そのほかにも関連会社としてSPL
PLATIC PRODUCTS CO.LTD（プラスチック部
品）,LINMACHINERY CO.,LTDを設立している。
タイへの進出の動機は好奇心からというだけで詳し
い説明はなかったが、40 年前は中国市場は開放さ
れていなかったこともあり、中国市場にかわる一つ
の選択肢として進出したものと思われる。林社長は
過去 40 年の間にタイの国籍を取得し、タイ人の名
前 Mr. PRARIYA THAMPHANITWONG をも有
している。林社長によると「台湾人は 80 年前から
タイに移住してきており、現在の台湾系華僑は3世
にあたる」とのことである。

会社設立後 30 年以上にわたり会社を経営して
きたが、現在年間の売り上げは2億バーツほどで
金型部品がそのうち 8000 万バーツほどとのこと
である。
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当社の売り上げの特徴は主要顧客は日系企業で
あり、この2億バーツの売り上げの8割近くを、
ヤマハが占め、2割近くを自動車のライト関連で
小糸製作所が占めるとのことである。そのほかに
も日立にも部品を供給しているとのことであり、
日系企業が売り上げの 90％を占めているとのこ
とであった。日系企業との関係について聞くと、

「小糸製作所、ヤマハの購買部長がくると部品の
価格に影響する」とのコメントが返ってきた。日
系企業との取引もコスト削減の観点からいろいろ
と圧力がかけられていることが窺われた。

（日系企業への対応を聞く）

台湾から来てタイで現地化した部品メーカーで
LIN INDUSTRY の社長として品質にうるさい日
系企業への対応をどうしているか聞いた、林社長
は工場の生産現場はタイ人の技術者に任せない
で、自らが設計から生産まですべてを見てチェッ
クしているといった。社長が効率的に工場を見て
回れるようにするために、当社の建物の2階から
1階に設計部門を移転したとのことである。

モノづくりの中心となるワーカーに関しては、
タイ語がべらべらで彼らとのコミュニケ―シヨン
では全く問題ない林社長が「タイ人に A～Z まで
仕事を教え込むことは難しい」といった。どうや
ら現地化している LIN INDUSTRY にとっても、
人材の確保は至難の業のようであり、自動化で部
品の品質を高めるよう努めているとのことであっ
た。従業員数は 30 名前後で最近は安定してきて
おり、この1－2月は1名が転職しただけだが、
それがトヨタに引き抜かれたとのことである。林
社長は「人材確保に関してはどうしようもない」
と 40 年の経験を持つビジネスマンらしからぬ弱
音をはいた。

（タイ人従業員の労務管理のポイント）

林社長はタイ人を働かせる一つの例として、こ

のような点を強調した。
顧客から 100 バーツの受注を想定して、2名の

従業員に2万バーツを支払ったところ、その2名
のタイ人従業員は2万バーツだけの仕事をしたと
のことである。しかし、納期に応じきれない仕事
はほったらかし、直接的に利益に結びつかない仕
事はしない傾向が強いとのことであった。さらに
30 人前後の少ない従業員数ではあるが、ストをや
られたこともあるそうだ。

（LIN INDUSTRYの生産ライン）

従業員の採用にあたっては、都市部ではなく、
農村部の出身者を採用するようにしており、宿舎
も準備し現在約 20 名がこの宿舎に入居している
とのことである。給与面でもワーカーは 7500
バーツ、班長 2万 2000 バーツ、マネージャー6
万バーツと日系企業と比較しても遜色はない。

さらに人材不足のもうひとつの要因は、金型部
品の品質の差を見分けられるのは 40 代以上の技
術的経験のある技術者でないとだめとのことであ
るが、その熟練の技術者が確保できないとのこと
である。林社長によると、30 代の技術者にはこの
ような能力はないとのことであった。

こういう状況のなかで、林社長は今後は外国人
スタッフを採用することを検討している。

ラオス、カンボジア、ミャンマー、インドからの
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外国人の人材を入れることを検討しているとのこ
とである。特にエンジニアとしてインド人の技術
者の採用には極めて前向きの姿勢をみせていた。

今後はインドにおけるホンダ、TATA グルー
プなどへ部品を供給することを検討している林社
長にとりインド人エンジニアの存在は大きいよう
だ。

（進まない現地部品の調達）

当社の従業員 30 名のうち女性は7人である。
金型部品の作業には女性ワーカーには合わないと
林社長はいう。重い鋼材の処理から加工までさま
ざまな作業があるからだが、タイでは男子従業員
よりも女性従業員のほうが勤勉であるからこれも
一つの問題といえよう、しかし、さらに大きな問
題はコスト削減のために金型部品の下請けをタイ
のローカル企業に委託しようとしても、そのレベ
ルまでに達していないと林社長は言う。

当社では機械加工の半分ほどをタイのローカル
企業3社に委託しているが、品質管理に問題があ
るとのことであった。

表―1 LIN INDUSTRYの生産設備

機械名 個数
High Speed Machining Center(18,000rpm) 3
Machining Center(CNC) 15
Electric Discharge Machine(EDM) 10
Radial Drill Machine 3
Grinding Machine 3

Milling Machine 2
CNC Lathe Machine 1
Lathe Machine 5
出所：LIN INDUSTRY 提供資料

⑻ 人性管理を徹底ー ETERNAL
RESIN CO.LTD

【日系企業から技術、経営ノウハウを吸収】

ETERNAL RESIN CO.LTD の概要
立地：バンコクシティタワー
設立：1978 年
登録資本：1億 4000 万バーツ
従業員数：375 名
製品：工業用テープ等の接着剤
年間生産量：6万トン
販売内訳：輸出 97％、タイ国内3％

ETERNAL RESIN CO.LTD の社長は台湾人の
Mr. Seng Ching Yu【余】であるが、余社長はタイ
にすでに 37～38 年住んでおり、タイの国籍も取
得しており、Mr. Pornchai Unimolchai といった
タイ人の名前も有している。

余社長はもともとペーパーエンジニアであり、
30 年前のことになるが、タイの旭硝子にも2年間
勤務した経験を有する。

最近は三井グループと提携し、さらに昭和電工
と合弁で上海に化学製品の工場を有しホーチミ
ン、シンガポールにも工場を有しており、アジア
で多角的にビジネスを展開している。ステイッ
カー、工業用テープなどの接着剤を生産している
が、顧客はタイの DELFA MEXXA はじめさま
ざまな国籍の企業を含め約 1000 社に達するとの
ことである。そのうち 20 社程度がスタンレー パ
ナソニックといった日系企業である。当社の生産
する接着剤はタイの国内市場だけでなく、中近東、
北アフリカ市場にも輸出しているそうだ。

余社長は台商協会（OVERSEAS CHINESE
ASSOCIATION）の会長も努めており、対外的な
ビジネス関係の拡大には有利なようだ。特に日系
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企業との関係は緊密で、例えば三井化学から経営
方式を導入し、ISO9001 を取得し、10 年前から
5S、（「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」）を
実施しているとのことであった。同社には台湾人
のほかにタイ人、日本人、中国人スタッフが勤務
しており、タイ語、潮州語、北京語、日本語、英
語が社内で飛び交っているとのことである。タイ
の工場はキプランにあり、1400 名の従業員を抱え
ているそうだ。

（人性管理のポイント）

タイでは現在従業員の転職率が極めて高いが、
余社長にその対策について聞いた。当社の高級・
中級幹部の転職率は 0.1％以下とのことである
が、ワーカーの転職率は 10～15％に達していると
のことである。ほぼ 30 年前の設立時の従業員は
28 人であったが、現在 10 人が残っているそうだ。

このように定着率が高い理由として、余社長は
前に勤めた大阪ガス時代の経営方式、スタッフが
頑張ったときにはご苦労さんというほめ言葉を常
に発し、従業員とのコミニュケーシヨンを図ると
同時に実績に対する評価を通常のビジネス展開の
なかでみせることだそうだ。余社長は従業員が
やったことの大小に拘わらず、「ありがとう」「ご
苦労さん」という言葉を発することが人性管理の
ポイントとのことである。つまり人間感情と、各
自のビジネス経験を配慮する労務管理といえそう
だ。この人性管理の結果かどうかわからないが、
ほぼ 30 年前に創業したときの秘書の女性が最近
社長になり、2人の息子さんが取締役となったそ
うだ。

タイに 40 年近くすむ余社長はタイ語が堪能で
あり、タイ人従業員を直接管理してきたわけでは
あるが、30 年ほど前と比べると彼等は良く働くよ
うになったとのことであった。当社では台湾人ス
タッフがタイ人、日本人、中国人スタッフを使っ
ているが、中国人は考え方が固定的であるとやや
否定的なコメントが返ってきた。しかし、エンジ
ニアのなかには中国人の女性もいるそうだから、
スタッフの採用は能力主義に徹していることが窺
えた。

【中国企業との競争が激化】

最近はタイには中国企業の進出が相次いでお
り、タイ進出中国企業は 4000 社に達していると
余社長は言う。余社長の懸念はこれら中国企業と
の競争が激化しているとのことである。

タイの人件費の上昇は中国ほどではないことも
あり、余社長にとっては、中国市場よりもタイ市
場の方がビジネスはやりやすそうであった。

アジアで多角的に日本的経営方式でビジネスを
展開する余社長であるが、三井化学から吸収した
経営方式はタイ、インドではほぼ 100％実施可能
であるが、インドネシア、フィリピンでは無理と
のことであった。しかし、タイから見て有望市場
とみなされているインド市場での政府関係機関へ
の販売は代金回収の問題があるので、やらないと
のことであった。

日本企業に対しては「海外展開をするのならば、
できるだけ早くタイに来たほうがいい。」という
言葉でインタビューを締めくくった。
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2011 年第1四半期の国民所得及び経済見通しを発表

Ⅰ 概要
行政院主計処は、5月 19 日、国民所得統計評価

審査委員会を開催し、2010 年第4四半期の国民所
得統計の修正、2011 年第1四半期の国民所得統計
の速報値及び 2011 年通年の経済見通し等の審議
を行い、結果を発表した。概要は、以下のとおり。

⑴ 2010 年第4四半期の経済成長率は＋
7.13％に修正された（2月発表の速報値（＋
6.92％）より 0.21 ポイントの上方修正となっ
た）。これに、2010 年第1四半期の経済成長
率＋ 13.59％、第2四半期＋ 12.86％、第3四
半期＋ 10.69％を合わせた 2010 年通年の経
済成長率は＋ 10.88％に修正された（2月発
表の速報値（＋ 10.82％）より 0.06 ポイント
の上方修正となった）。

なお、2010 年の一人当たり GDP は1万
8,588 米ドル、一人当たりの GNP は1万
9,155 米ドル、CPI は＋ 0.96％となった。

⑵ 2011 年第1四半期の経済成長率（速報値）
は＋ 6.55％となり、4月発表の概算値（＋
6.19％）を 0.36 ポイント上回った。季節調
整後の対前期比（saqr）は＋ 4.44％、年率換
算値（saar）は＋ 18.97％となった。

⑶ 2011 年通年の経済成長率の見通しは＋
5.06％と、4月発表の見通し値（＋ 5.04％）
より 0.02 ポイントの上方修正となった。
2011 年の一人当たりの GDP は2万 0,933 米
ドル、一人当たりの GNP は2万 1,548 米ド
ル、CPI は＋ 2.10％に改定された。

Ⅱ 国民所得統計及び予測
1．国際経済情勢

⑴ 世界経済は就業状勢や家計状況の改善、企
業収益が好調なことにより金融市場が活況と
なっているなどの状況の下、金融危機以降の
財政・金融政策による景気刺激依存の状況か
ら徐々に脱却してきており、自主的な成長を
回復してきている。今後については、引き続
き景気の拡張傾向は維持するものの、金融危
機の際に多くの国が景気刺激のため拡張的財
政政策を実施したことによる財政悪化の懸念
が徐々に高まりつつあるほか、石油価格の高
騰がインフレ圧力を強めている。また、日本
の東日本大震災による放射能漏れ事故等の問
題が世界経済の回復力やそのタイムスケ
ジュールに影響を与える可能性がある。

⑵ Global Insight の5月の資料によると、
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2011 年の世界の経済成長率は＋ 3.5％となっ
ており、4月の予測値からは変化はないが、
2月時点の予測値（＋ 3.7％）より 0.2 ポイ
ントの下方修正となっている。このうち、先
進経済国は＋ 2.4％（2月時点の予測値）か
ら＋ 2.1％に、新興経済国は＋ 6.4％から＋
6.3％に下方修正されたほか、中近東及び北
アフリカ地域は＋ 5.1％から＋ 3.9％に大幅
に下方修正された。主要経済国をみると、米
国では財政赤字と債務問題が日増しに深刻と
なっており、経済回復力に大きな制約となっ
ていることから、2011 年通年の経済成長率は
＋ 2.7％（2月時点の予測より 0.5 ポイント
下方修正）との見通しとなっている。中国大
陸では、インフレの発生や資産価格の乱高下
を防止するため、数次にわたり利率や預金準
備率の引き上げを行ったものの経済活動が引
き続き活況であることから、今年の経済成長
率は＋ 9.3％（2月時点の予測より 0.2 ポイ
ントの下方修正）と力強い成長が見込まれる。
日本は、工場の生産稼働率が次第に回復して
きているほか、震災後の復興事業が部分的に
生産・消費活動にプラスの面をもらたすもの
の、原子力発電所の放射能漏れ事故、多発す
る余震活動、電力不足問題が経済回復に向け
た道筋に更なる困難をもたらすことから、今
年の経済成長率はゼロ成長（2月時点の予測
より 1.2 ポイント下方修正）との見通しと
なっている。そのほか、シンガポールが＋
5.6％、香港が＋ 5.0％、韓国が＋ 4.1％となっ
ているほか、EU はソプリン債務問題を抱え
るもののドイツ、フランスで力強い経済成長
が見込まれることから＋ 2.0％（2月時点の
予測より 0.3 ポイント上方修正）との見通し
となっている。

2．2010 年の経済成長率は＋ 10.88％
2010 年第4四半期の経済成長率について最

新の資料に基づき修正を行った結果、主に輸出
の実質経済成長率が 0.23 ポイント上方修正さ
れたことから、＋ 7.13％（速報値＋ 6.92％より
0.21 ポイント上方修正）に修正された。

この数値に、2010 年第1四半期の経済成長率

＋ 13.59％、第2四半期の＋ 12.86％、第3四半
期の＋ 10.69％を合わせた 2010 年通年の経済
成 長 率 は ＋ 10.88％ と 修 正 前 の 数 値（＋
10.82％）より 0.06 ポイントの上方修正となり、
1987 年以降での最高の経済成長率（1986 年は
＋ 11.00％）となった。

3．2011 年第1四半期の経済成長率（速報値）は＋ 6.55％
2011 年第1四半期の経済成長率（速報値）は

前年同期比＋ 6.55％、4月時点の概算値（＋
6.19％）より 0.36 ポイントの上方修正となり、
2月時点の予測値（＋ 5.01％）より 1.54 ポイ
ント上回った。季節調整後の対前期比（saqr）
は＋ 4.44％、年率換算値（saar）は＋ 18.97％
となった。

⑴ 外需面について
① 電子・情報通信・プラスチック化学・機械

製品等の需要が旺盛である恩恵を受け、第1
四半期の商品輸出（台湾元ベース）は＋
9.62％となった。これにサービス輸出を加
え、物価要因を控除した商品・サービス輸出
全体の実質成長率は＋ 10.87％となった。

② 輸入は、輸出及び内需から派生する輸入需
要が増加したことや国際原料価格が上昇傾向
にあることから、第1四半期の輸入（台湾元
ベース）は＋ 11.80％となった。これに、サー
ビス輸入を加え、物価要因を控除した商品・
サービス輸入全体の実質経済成長率は＋
6.61％となった。

③ 輸出と輸入を相殺した外需の経済成長率に
対する寄与度は＋ 3.91 ポイントとなった。

⑵ 内需面について
① 就業状況の改善（第1四半期の就業人数は

前年同期比 23.6 万人の増加）や金融市場が
活況であること（第1四半期末の全上場店頭
市場銘柄の時価総額は昨年同期末比 2.7 兆元
の増加）等により民間の消費意欲は強まって
おり、第1四半期の小売業営業額は＋
10.24％、飲食レストラン業の営業額は＋
7.09％となった。自家用乗用車の新規登録台
数は＋ 55.81％となったほか、台湾内の主要
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観光地への観光者数が＋ 14.15％となるなど
娯楽設備関連の支出も大幅に増加している。
一方で、出境者数は▲ 5.45％となったほか、
物価上昇が民間消費活動を部分的に抑制した
ものの、第1四半期の実質消費成長率は＋
5.01％となった。特に、自動車購入支出の実
質消費成長率に対する寄与度は＋ 1.06 ポイ
ント（第1四半期の経済成長率（＋ 6.55％）
に対する寄与度は＋ 0.61 ポイント）に達し
た。

② 民間投資では、製造業の設備稼働率が引き
続き高水準を維持しており、ハイテクメー
カーは輸出需要の増加に応じ積極的に設備の
拡充や製造過程の効率化を実施したことか
ら、第1四半期の資本設備輸入（台湾元ベー
ス）は＋ 11.29％となったほか、製造業にお
ける投資財生産は＋ 14.45％、機械設備投資
は＋ 16.45％となった。また、建築工事は＋
3.12％、運輸工具投資は＋ 58.45％となって
おり、民間固定投資は全体で＋ 12.40％と
なった。

在庫投資は、2010 年第1四半期に各メー
カーが積極的に在庫を積上げていたことから
比較の基準が高く、2011 年第1四半期の実質
在庫変動は前年同期比▲ 622 億台湾元とな
り、経済成長率への寄与度は▲ 1.88 ポイン
トとなった。

③ 公共支出では、政府消費が＋ 0.06％、政府
投資が＋ 1.91％となったほか、公営企業投資
は台湾電力と中国石油会社の資本支出が減少
したことにより▲ 12.04％となった。

④ 上記の内需項目を合計した内需全体の経済
成長率に対する寄与度は＋ 2.64 ポイントと
なった。

⑶ 生産面について、
① 農 業 生 産 は ＋ 1.58％、工 業 生 産 は ＋

11.95％となった。工業生産のうち、製造業
では、電子部品や関連製品の生産が大幅に増
加したため、生産指数は＋ 15.64％となった。
これに、三角貿易による純収入（＋ 2.31％）
を加えた製造業の実質成長率は＋ 13.39％

（経済成長率に対する寄与度は＋ 3.66 ポイン

ト）となった。
② サービス業は、対外貿易が活況であること

や民間の購買意欲が高まっていることによ
り、卸売業では＋ 8.00％、小売業では＋
10.24％となり、卸・小売業全体での実質成長
率は＋ 5.44％（経済成長率に対する寄与度は
＋ 1.01 ポイント）となった。

金融保険業は、銀行業の利息純収入が＋
7.19％となったことや証券業の営業収入が＋
9.35% となったこと等から、実質成長率は＋
6.17％（経済成長率に対する寄与度は＋ 0.40
ポイント）となった。

4．2011 年通年の経済成長率（見通し）は＋ 5.06％
⑴ 対外貿易
① 世界経済が引き続き回復していることに伴

い、全世界における貿易は安定した成長を維
持していること、国際的なハイテクメーカー
では引き続き委託生産を拡大していること、
ICT 製品は次々と新商品の発売を行なって
いること、ECFA のアーリーハーベスト条項
が発効したこと、中国大陸における労働コス
トが上昇していること等により、台湾の機械
設備や電子製品に対する需要は増加しており

（2011 年1～4月の対中国大陸への機械輸出
は＋ 55.70％となっており他の国への輸出

（＋ 28.99％）に比べ大きく増加）、輸出増加
に大きく寄与している。

② 東日本大震災とそれに伴う津波被害により
日本国内の生産能力はダメージを受けてお
り、日本に大きく依存している自動車産業、
電子産業、情報通信産業関連の重要部品や機
械設備の在庫が尽きた場合には、部品等の供
給不足により今後の生産、投資、輸出に大き
な影響が出ることとなる。一方で、台湾メー
カーの一部では日本企業への生産支援や振替
受注の恩恵もあり、これらにより輸出のダ
メージは軽減されることが見込まれる。

③ こうした状況の下、2011 年の輸出（通関
ベース、米ドル換算）は過去最高となる
3,183 億米ドル、成長率では2月時点の予測
値より＋ 4.2 ポイント（そのうち約＋2ポイ
ントは米ドル換算での輸出金額の増加による
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もの）の上方修正となり、前年比＋ 15.93％
と見込まれている。一方で、台湾元レートの
上昇は台湾メーカーの企業収益に影響を与え
るほか、台湾全体の輸出競争力に対しても脅
威を与えるものであり、海外からの台湾に対
する受注の大きなリスク要因となっている。

輸入は、輸出及び投資の増加に伴う需要増
加に加えて原材料価格の上昇により、2011 年
通年の輸入金額は 2,895 億米ドル、成長率は
＋ 15.21％となる見込みである。

④ サービス貿易では、東日本大震災における
訪台日本観光客の減少（2011 年1～2月の訪
台日本観光客の延べ人数は前年同期比＋
20.03％であったのが、3月は＋ 1.89％まで
低下）や訪日台湾人観光客の減少（2011 年1
～2月の訪日台湾人観光客数は同＋ 3.95％
であったのに対し3月は▲ 47.44％）が短期
的に続く見込みであるが、大陸観光客の増加
や三角貿易による純収入により、引き続き安
定的な増加していくことが見込まれる。

こうしたことから、商品貿易とサービス貿
易を合計し、物価要因を控除した 2011 年通
年の輸出成長率は＋ 6.87％、輸入は＋ 1.89％
と見込まれる。

⑵ 民間消費
景気の持続的な回復に伴い企業収益が大幅

に増加したことが、雇用の改善と賃金の上昇
をもたらしている。2011 年3月の失業率は
4.48％と 2008 年 11 月以降の最低（2008 年
10 月は 4.37％）となったほか、1～2月の工
業・サービス業における平均賃金は前年同期

比＋ 6.23％となった。また、多くの企業が
次々と賃上げを発表していることに加え、公
的部門においても下半期から3％の給与改定
を実施することとしている。こうしたことに
加え、消費性電子製品の新商品発売が民間消
費者の購買意欲を刺激している。物価上昇が
部分的に消費意欲を抑制するものの、民間消
費は引き続き活発であることが見込まれてお
り、2011 年通年の民間消費は8兆台湾元を突
破し、民間消費の実質成長率は前年比＋
3.96％（2005 年以降最近7年間での最高、
2004 年は＋ 5.17％）、うち食品分野が＋
1.41％、非食品分野が＋ 4.30％と見込まれて
いる。

民間消費の実質成長率（％）
食品分野 非食品分野

2005 2.90 1.21 3.13
2006 1.49 3.20 1.26
2007 2.08 0.67 2.28
2008 -0.93 -0.97 -0.93
2009 1.08 1.62 1.01
2010(r) 3.65 1.93 3.89
2011(f) 3.96 1.41 4.30

⑶ 固定投資
① 海外のハイテクメーカーが引き続き委託生

産を拡大する方針であることが台湾の半導体
メーカー及び川下業者の資本支出を押し上げ
ているほか、各メーカーの設備稼働率は高水
準を維持しており、輸出の需要に応じて高額
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商品貿易の年増率
（通関ベース）（％） 貿易黒字

（億米㌦）
商品・サービス貿易の実質

成長率（％）（台湾元ベース）
商品・サービ
ス貿易収支
（億米ドル）輸出 輸入 輸出 輸入

2005 8.81 8.21 158 7.78 3.16 161
2006 12.89 11.00 213 11.41 4.57 230
2007 10.12 8.17 274 9.55 2.98 313
2008 3.63 9.67 152 0.87 -3.71 197
2009 -20.32 -27.48 293 -8.71 -12.83 326
2010(r) 34.82 44.08 234 25.65 28.20 307
2011(f) 15.93 15.21 289 6.87 1.89 377



投資も引き続き実施される見込みである。
② 一方で、日本は台湾にとって機械設備の重

要な供給国であり、2010 年の機械設備輸入で
は約4割が日本から輸入されたものであっ
た。今年（2011 年）の日本から機械設備の輸
入金額は、1～2月の平均が＋ 39.42％で
あったのに対し、3月には▲ 17.42％に転じ
4月は▲ 15.71％と引き続きマイナスで推移
しているなど、東日本大震災後の日本の出荷
状況が台湾の民間投資に影を落としている。
ただし、震災で被害を受けた日系企業の中に
は、リスク分散の観点や海外への生産拠点移
転策略を加速させる観点から、次々と台湾に
生産拠点を設置することを計画したり、台湾
メーカーに生産支援を求める動きがあり、こ
うした動きが民間投資を押し上げることとな
る。

③ こうした状況の下、2011 年の民間投資は、
2010 年の水準が高かったことにより実質成
長率では▲ 0.62％とマイナスに転じるが、金
額の規模としては2兆台湾元以上維持し過去

最高の 2007 年に迫る見込みとなっている。
④ 公共部門については、政府が各種公共建設

計画を引き続き推進していることから、2011
年の政府の投資規模は 4,959 億元と前年

（2010 年）の 4,944 億元並みと見込まれるが、
物価上昇要因を控除した政府固定投資の実質
経済成長率は▲ 1.76％となる見込みである。
また、公営事業固定投資の実質成長率は予算
縮減のため▲ 3.55％と見込まれている。

⑷ 物価
① 中近東及び北アフリカの政情不安、異常気

象による食糧の供給不足に加え、全世界にお
ける原材料に対する需要が増加していること
や世界的な資金余剰状態が続いていること
が、国際原油価格や農工原材料価格を押し上
げている。2011 年の OPEC 原油のバスケッ
ト価格を1バレル＝ 106.5 米ドル（4月時点
の予測より 1.5 米ドル低下、2月時点の予測
設定値（94 米ドル）より 12.5 米ドル上昇）と
予想しているものの、台湾元レートの上昇が
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固定投資の実質成長率（％）
民間 政府 公営事業

2005 2.66 1.53 2.82 14.77
2006 0.07 3.31 -11.21 -8.61
2007 0.55 1.36 -4.46 1.57
2008 -12.36 -15.58 1.18 -1.98
2009 -11.01 -17.91 16.01 2.71
2010(r) 23.44 32.51 -1.71 9.10
2011(f) -1.04 -0.62 -1.76 -3.55



国際原材料価格の上昇による国内物価への波
及を軽減していることに寄与するから、2011
年の卸売物価（WPI）は＋ 3.42％との見込み
となっている。

② 消費者物価（CPI）については、国際食料価
格や石油価格の上昇による影響が次第に現れ
てきており、食品やエネルギーなど購買頻度
の高い生活関連商品の価格の上昇圧力が強
まっているものの、政府による業者に対する
税負担の軽減や公共料金の引き上げに関する
調整措置、物価監視などの物価安定のための
施策を強化していることや CPI の約2割を
占める家賃価格が安定的に推移していること
により物価上昇が緩和されていることから、
2011 年の CPI は＋ 2.10％となる見込みであ
る。

⑸ 以上を総合すると、2011 年通年の経済成長
率の見通しは＋ 5.06％となり、4月時点の予
測（＋ 5.04％）より 0.02 ポイント、2月時点
の見通し値（＋ 4.92％）より 0.14 ポイント
高くなっている。四半期ごとにみると、第1
四半期（速報値）が2月の予想値より 1.54 ポ
イント上回ったことが、通年の経済成長率を
0.36 ポイント上方修正することに寄与して
いる一方、第2～4四半期の平均成長率が
0.29 ポイント下方修正されたことが通年の
経済成長率を 0.22 ポイント押し下げている。

また、2011 年の1人当たりの GDP は2万
933 米ドル、GNP は2万 1,548 米ドルと両者
とも2万ドル台を突破するほか、消費者物価
は＋ 2.10％と見込まれている。
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重要経済指標

実質 GDP
（百万台湾元）

経済成長率（GDP）(％) 一人当たり GDP 一人当たり GNP 消費者物
価上昇率
（％）

卸売物価
上昇率
（％）前年

同期比 前期比 前期比
(年率換算) 台幣元 米ドル 台幣元 米ドル

1996年 7,953,510 5.54 － － 368,729 13,428 373,836 13,614 3.07 ▲1.00

1997年 8,389,017 5.48 － － 396,355 13,810 400,497 13,955 0.90 ▲0.46

1998年 8,679,815 3.47 － － 421,519 12,598 424,659 12,692 1.68 0.60

1999年 9,198,098 5.97 － － 438,384 13,585 442,497 13,712 0.18 ▲4.55

2000年 9,731,208 5.80 － － 459,212 14,704 465,502 14,906 1.25 1.83

2001年 9,570,584 ▲1.65 － － 444,489 13,147 453,084 13,401 ▲0.01 ▲1.35

2002年 10,074,337 5.26 － － 463,498 13,404 474,294 13,716 ▲0.20 0.05

2003年 10,443,993 3.67 － － 474,069 13,773 488,645 14,197 ▲0.28 2.48

2004年 11,090,474 6.19 － － 501,849 15,012 518,280 15,503 1.61 7.03

2005年 11,612,093 4.70 － － 516,516 16,051 529,313 16,449 2.31 0.62

2006年 12,243,471 5.44 － － 536,442 16,491 550,099 16,911 0.60 5.63

2007年 12,975,985 5.98 － － 563,349 17,154 577,869 17,596 1.80 6.47

2008年 13,070,681 0.73 － － 548,757 17,399 562,439 17,833 3.53 5.15

第1季 3,187,360 7.55 1.36 5.55 138,275 4,381 145,306 4,604 3.58 8.68

第2季 3,306,002 5.66 ▲0.02 ▲0.06 138,026 4,530 140,199 4,601 4.19 8.05

第3季 3,325,198 ▲1.23 ▲3.58 ▲13.57 135,415 4,337 137,717 4,411 4.52 8.95

第4季 3,252,121 ▲7.53 ▲5.07 ▲18.79 137,041 4,151 139,217 4,217 1.87 ▲4.64

2009年 12,818,935 ▲1.93 － － 540,643 16,353 558,565 16,895 ▲0.87 ▲8.74

第1季 2,914,680 ▲8.56 ▲1.03 ▲4.07 129,527 3,808 135,274 3,977 ▲0.01 ▲9.84

第2季 3,066,816 ▲7.23 3.21 13.47 128,880 3,886 132,821 4,005 ▲0.85 ▲12.80

第3季 3,284,954 ▲1.21 2.82 11.78 136,622 4,160 139,578 4,250 ▲1.35 ▲11.52

第4季 3,552,485 9.24 4.31 18.38 145,614 4,499 150,892 4,663 ▲1.26 0.01

2010年(r) 14,213,925 10.88 － － 587,892 18,588 605,921 19,155 0.96 5.46

第1季 3,310,846 13.59 4.41 18.86 141,798 4,437 148,533 4,647 1.28 6.59

第2季 3,461,063 12.86 0.38 1.53 142,791 4,472 147,536 4,621 1.10 8.49

第3季 3,636,227 10.69 0.79 3.21 150,539 4,709 153,915 4,814 0.37 4.14

第4季(r) 3,805,789 7.13 0.29 1.18 152,764 4,970 155,937 5,073 1.11 2.80

2011年(f) 14,932,646 5.06 － － 605,885 20,933 623,731 21,548 2.10 3.42

第1季(p) 3,527,619 6.55 4.44 18.97 146,588 4,967 153,105 5,188 1.28 3.86

第2季(f) 3,621,802 4.64 ▲1.22 ▲4.80 144,786 5,022 148,755 5,160 1.47 3.75

第3季(f) 3,782,537 4.02 0.66 2.67 154,205 5,366 157,512 5,481 2.72 3.05

第4季(f) 4,000,688 5.12 1.47 6.01 160,306 5,578 164,359 5,719 2.93 3.03

（注）ｒ：修正値、ｐ：速報値、ｆ：予測値
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2011 年第1四半期国際収支を発表

中央銀行が5月 20 日に発表した 2011 年第1四半期の国際収支によると、経常収支が 107.5 億米ド
ルの黒字、金融収支が 26.7 億米ドルの流出超、総合収支が 45.9 億米ドルの黒字（中央銀行準備資産の
増加）となった。

〔経常収支〕
経常収支についてみると、2011 年第1四半期は

輸出入とも四半期の金額としては過去最高となっ
た。このうち、輸出は、世界経済の成長が持続し
ており海外からの需要が増加したことから前年同
期比＋ 19.4％となった。一方、輸入は、原油等の
国際農工原料価格の上昇及び輸出増加による輸入
需要の拡大により同＋ 22.5％となった。輸入の
増加額（119.7 億米ドル）が輸出の増加額（125.3
億米ドル）を上回ったことから、貿易収支は前年
同期比 5.6 億米ドル減少の 56.0 億米ドルの黒字
となった。

サービス収支は、主に三角貿易による純収入や
旅行収入の増加により、前年同期比 11.0 億米ド
ル増加の 11.1 億米ドルの黒字となった。所得収
支は、居住者による対外直接投資所得と外貨準備
資産の運用益の増加により、前年同期比 2.4 億米
ドル増加の 51.2 億米ドルの黒字となった。経常
移転収支は、液晶パネル業者が欧米当局に価格カ
ルテルに関する課徴金を支払ったため、前年同期
比 3.6 億米ドル増加の 10.7 億米ドルの赤字と
なった。

全体では、商品貿易の黒字が減少し、経常移転
収支の赤字が増加したものの、サービス及び所得
収支の黒字が大幅に増加したことから、経常収支
は前年同期比 4.2 億米ドルの増加（＋ 4.1％）の
107.5 億米ドルの黒字となった。

〔金融収支〕
金融収支についてみると、直接投資が 45.6 億

米ドル、証券投資が 120.2 億米ドルのそれぞれ流
出超となった。直接投資のうち、居住者による対
外直接投資は 22.6 億米ドルの流出超となり、非
居住者による直接投資は海外企業が台湾企業の株
式を台湾企業に大量に譲渡したため 23.0 億米ド
ルの流出超に転じた。居住者による対外証券投資
は、主に保険会社による海外債権・証券への投資、
居住者による海外ファンドへの投資がそれぞれ増
加したため、85.8 億米ドルの流出超となった。非
居住者による証券投資も台湾株式に投資している
外資資金が減少したため、34.3 億米ドルの流出超
となった。その他投資は、銀行部門が海外への貸
出回収を行ったほか海外から資金調達を実施し、
民間部門も海外預金を一部引き出したため、
133.8 億米ドルの流入超となった。

（注）台湾と日本では国際収支統計の項目が一部
異なっており、台湾における「資本収支」、「金
融収支」は、日本の国際収支統計の「その他
資本収支」、「投資収支」にそれぞれ相当する
ものとなっている。
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国際収支の推移
（単位：百万米ドル）

2005 2006 2007 2008
2009 2010（r） 2011

Ⅰ(p)Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ（r） Ⅱ（r） Ⅲ（r） Ⅳ（r）

経常収支 17,578 26,322 35,154 27,505 42,911 13,131 10,285 8,046 11,449 39,900 10,330 11,218 9,104 9,248 10,752

貿易収支 19,456 24,219 30,445 18,478 30,553 9,164 7,496 6,786 7,107 26,874 6,157 7,974 7,044 5,699 5,600

輸出 198,456 223,785 246,500 254,897 203,399 40,444 47,890 55,259 59,806 274,319 61,756 70,010 70,259 72,294 73,726

輸入（▲）179,000 199,566 216,055 236,419 172,846 31,280 40,394 48,473 52,699 247,445 55,599 62,036 63,215 66,595 68,126

サービス収支 ▲6,653 ▲3,543 ▲1,640 1,847 1,991 611 621 ▲257 1,016 2,591 12 524 310 1,745 1,108

所得収支 9,039 9,581 10,132 9,978 12,512 3,900 2,747 2,088 3,777 13,145 4,874 3,437 2,444 2,390 5,115

移転収支 ▲4,264 ▲3,935 ▲3,783 ▲2,798 ▲2,145 ▲544 ▲579 ▲571 ▲451 ▲2,710 ▲713 ▲717 ▲694 ▲586 ▲1,071

資本収支 ▲117 ▲118 ▲96 ▲334 ▲96 ▲24 ▲17 ▲21 ▲34 ▲113 ▲36 ▲36 ▲21 ▲20 ▲33

金融収支 2,302▲19,620▲38,951 ▲1,660 13,561 ▲632 3,006 6,456 4,731 234 2,598 5,871 ▲2,519 ▲5,716 ▲2,674

直接投資 ▲4,403 25 ▲3,338 ▲4,855 ▲3,072 ▲712 ▲810 ▲646 ▲904 ▲8,691 ▲997 ▲2,193 ▲2,661 ▲2,840 ▲4,563

証券投資 ▲2,857▲18,965▲40,062▲12,250 ▲10,327 ▲1,835 ▲428 ▲3,905 ▲4,159▲20,649 ▲2,340 ▲7,660▲10,215 ▲434▲12,017

デリバティブ ▲1,003 ▲965 ▲289 1,589 852 108 438 6 300 626 29 331 153 113 531

その他 10,565 285 4,738 13,856 26,108 1,807 3,806 11,001 9,494 28,948 5,906 15,393 10,204 ▲2,555 13,375

誤差脱漏 293 ▲498 ▲127 763 ▲2,250 414 ▲1,453 ▲2,720 1,509 152 509 ▲1,676 1,434 ▲115 ▲3,456

中銀準備資産変動 ▲20,056 ▲6,086 4,020▲26,274 ▲54,126 ▲12,889 ▲11,821 ▲11,761 ▲17,655 ▲40,173 ▲13,401 ▲15,377 ▲7,998 ▲3,397 ▲4,589

(出所)2011.5.20 中央銀行発表 ｒ：修正値 ｐ：速報値
(注)中銀準備資産変動は、マイナス（▲）が増加を意味し、プラスが減少を意味する。



台湾海峡をめぐる動向（2011 年4～5月）

中国の「機動的アプローチ」と台湾の二大政党

松本充豊（天理大学国際学部）

1．「機動的アプローチ」を展開する中国

（1）胡錦濤政権の「機動的アプローチ」
胡錦濤政権の対台湾政策は「機動的アプローチ」

と評されている1 。2008 年 12 月 31 日に発表さ
れたいわゆる「胡6項目」では、「機動的アプロー
チ」は手段、「平和的発展」はプロセス、「平和的
統一」は目標と位置づけられている2 。それは台
湾の政治情勢を注視しながら、その都度最適な手
段で台湾の痛いところを突いていくという、柔軟
で執行力の高いアプローチである3 。その中身は
台湾の政治情勢の変化に応じて柔軟に調整される
ことになるが、ここでは共産党の胡錦濤総書記の
最近の発言からそのポイントを探ってみたい。

5月 10 日、北京を訪れた国民党の呉伯雄名誉
主席との会談で、胡総書記は両岸関係の推進に向
けた考えを示した。なかでも注目されるのは次の
3つである。（1）両岸関係の平和的発展の大局
を掴み続けなければならない。そのため、国共両
党、両岸双方は一つの中国原則を体現する「92 年
コンセンサス」を堅持しなければならず、「台独」
の分裂活動に断固として反対し続けなければなら
ない。この共通の政治的基礎を強固にすれば、双
方は両岸の交流と協力、交渉と協議に必要な環境
を創り続け、手を取り合って両岸関係の発展の新
たな局面を切り開くことができる。（2）国共両
党、両岸双方の良性な相互関係を維持し続けなけ
ればならない。3年来、国共両党、両岸双方の交
流での重要な経験とは、共通の政治的基礎の上に
相互信頼を築き上げ、さらには異を残したまま同
を求めて、良性な相互関係を展開しようとしたこ
とである。双方は両岸関係においてさらに多くの

積極的で肯定的な情報を発信し、起こりうる問題
をすぐに適切な形で処理しなければならない。

（3）台湾の基層民衆が両岸の交流と協力の成果
を享受することを保障し続けなければならない。
この数年来、我々はずっと台湾同胞の実際のニー
ズを彼らの身になって考え、彼らの切実な利益と
関わる具体的な問題をうまく解決してきた。両岸
同胞がともに両岸関係の発展を推進し、また両岸
関係の発展の成果を享受しなければならない4 。

要するに、国民党との関係を維持しながら両岸
関係の平和的発展を目指し、その成果を台湾住民
に享受させることに主眼が置かれているといえよ
う。国民党が台湾の政権党であることが前提とな
るから、総統選挙を控えた現在、中国は民進党を
強く牽制する一方で、国民党政権を支援する諸政
策を柔軟に執行している。そのなかに含まれる台
湾住民に両岸関係の発展の成果を享受させるため
の政策では、今年1月に決定された「往南移、向
下沉（南に向けて移動し、下に向けて深く入り込
む）」という方針に基づき、台湾南部の基層住民が
重点対象とされている5 。台湾南部の住民により
大きな経済利益をもたらすことで、国民党政権の
実績に対する支持拡大と民進党の政治基盤の切り
崩しを図るのが狙いといえよう。

（2）個人旅行の解禁と直行便の増便
中国人観光客の個人旅行の受け入れが実現する

運びとなった。個人旅行には従来の団体旅行より
も大きな経済効果が期待されている。

4月に入り両岸双方で個人旅行をめぐる発言が
活発化した。13 日、台南市での大台南市医師会公
会訪問団との会見で、馬英九総統が「おそらく年
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内に実現する」と語った6 。その直後、中国・海
南島で開幕したボーアオ・フォーラム（4月 14 日
～16 日）において、中国国務院台湾事務弁公室の
王毅主任が、台湾代表団の銭復団長（両岸共同市
場基金会最高顧問）に対して、本年6月までに段
階的な開放を実施することは可能である、との見
方を伝えた7 。こうした流れを受けて、5月7日、
8日の両日、中国・四川省の成都で開かれた「第
7回両岸経済貿易文化フォーラム」（いわゆる国
共フォーラム）の開幕式でも、中国人民政治協商
会議の賈慶林主席が今年6月までに実現をめざす
よう呼びかけた8 。

その後、同フォーラムに出席していた国民党の
呉伯雄名誉主席が北京を訪れ、釣魚台国賓館で共
産党の胡錦濤総書記と会談した。この会談で、呉
名誉主席は胡総書記に対して、①投資保障協定の
締結、②原子力発電の危機管理と安全技術に関す
る交流、③中台直行便の増便、④中国人観光客の
個人旅行の解禁、⑤台湾のさらなる国際事務への
参加、という5つの具体的な提案を行ったと伝え
られている。呉主席はいずれも提案に対しても胡
総書記の「善意ある回答」が得られたと語ってい
る9 。中台直行便の増便問題では、翌週には双方
の関係者による協議が行われると呉名誉主席が記
者団に語った10。

この会談の内容を伝えた中国・新華社の報道で
は、胡総書記は、投資保障協定は早期に調印すべ
きであるとの認識を明確にし、台湾側が提案した
原子力発電の安全に関する協力についても十分理
解しており、双方ができるだけ早く協議して合意
することを願っていると語ったと紹介されてい
る。しかし、台湾の国際事務への参加についての
話題は同報道では何も触れられていない11。

中台直行便の増便問題では、5月 15 日から 17
日にかけて北京で両岸の民航局長による協議が行
われた。中国側は、台湾側が求める現行の週 370
便から週 500 便への増便は原則として問題ないと

表明し、台湾の航空業界が熱望する上海および北
京行きのドル箱路線の増便についても、発着枠の
拡大は可能との見通しを示した。他方、重慶と成
都への旅客便の便数拡大は難しいとしながらも、
成都と天津への貨物便の就航については考慮した
いとの考えを示した12。

5月 18 日には香港で、台湾・海峡両岸観光旅遊
協会（台旅会）と中国・海峡両岸旅游交流協会（海
旅会）による中国人観光客の個人旅行に関する協
議が開かれた。ここでは、第1段階として個人観
光客を北京、上海といった大都市から1日 500 人
を上限として受け入れることが決定した。中国側
は重慶、成都、広州、厦門などの都市も加えたい
意向だが、まずは生活水準が高く、経済状況が良
好な大都市を対象に実施されることになった13。

（3）期待される経済効果
両岸を結ぶ直行便が増便され、さらに中国人観

光客の個人旅行が解禁されれば、台湾にとっては
大きな経済効果が期待される。台湾の観光業界の
試算によると、もし1日あたり 500 人の個人旅行
が開放されたならば、今年の年末までに9万人の
中国人観光客が台湾を訪れることになる。7日間
滞在、1日あたりの消費額を 249 米ドルとして計
算すると、本年下半期には 45 億台湾元のビジネ
スチャンスが見込めるという。また、個人旅行の
場合、団体旅行のコースに組み込まれていないホ
テル、レストランや商店にも客足が向くことが予
想されるため、団体旅行に比べてより多くの業者
が恩恵を受けることが期待される14。

こうした経済効果を台湾南部にも行き渡らせる
ことが、選挙を控えた国民党政権にとっては重要
な課題である。馬英九総統も先に触れた大台南市
医師会公会との会見で、南部の観光業者から大陸
の団体客はみな「北進北出」だとの不満の声が寄
せられていると明らかにしたうえで、大陸観光客
をどのように「北進南出」あるいは「南進南出」
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させるかについて政府も方策を検討していると
語った15。また、高雄市で開催された「2011 高雄
市旅行公会国際旅展」の開幕式に出席した際にも、
馬総統は大陸からの直行便の増便に向けて高雄の
観光業者と協力していくことを約束した16。

（4）第7回中台窓口トップ会談の行方
国共フォーラム閉幕直後の5月9日から、台

湾・海峡交流基金会（海基会）の江丙坤董事長が
台湾のメディア代表団を率いて中国を訪問、13 日
には訪問先の上海で中国・海峡両岸関係協会（海
協会）の陳雲林会長と会談した。会談後、江董事
長は、第7回目の中台窓口トップ会談が今年の下
半期に開催される予定であることを明らかにし
た。江董事長は、今年の上半期は準備作業に全力
で取り組む考えを示し、両岸の投資保障と原子力
開発の安全が協議の重点であると語った17。江董
事長は「調印できないなら会談は開かない」とま
で言い切ったという18。

また、陳会長は江董事長との会談の席で、中国
側が第 12 次5カ年計画を発表して以来、多くの
台湾企業が大陸市場にビジネスチャンスを求めて
おり、もし投資保障協議に調印できれば、台湾企
業の大陸市場での発展を加速させ、彼らが企業高
度化のブームに追いつく手助けにもなろうと語っ
た。現在、台湾企業の大陸での投資額は 900 億米
ドルを超えている19。

今年の上半期に中国人の個人旅行の解禁と直行
便の増便を実施し、下半期にその経済効果が現れ
て、さらに念願の投資保障協議に調印できれば、
国民党は総統選挙を前に経済面での大きな実績を
アピールすることができる。いずれも選挙をにら
んだ絶妙のタイミングといえよう。

（5）「往南移、向下沉」の実践
省長級の要人が団長を務める中国各省からの大

型訪問団の訪台が続いている。2009 年5月の広

西チワン自治区を皮切りに、本年4月までに台湾
を訪れた訪問団はすでに 13 を数える。いずれも
経済・貿易分野を中心とした交流・調達活動を行
い、調達金額の総額は 170 億米ドル以上に達して
いる20。本年4月、5月の2ヶ月間にも4つの訪
問団が台湾を訪れたが、いずれも中南部の都市が
訪問先の中心であり、農漁業団体や中小企業との
交流、および農漁産品の調達に重点がおかれてい
たのが特徴である。まさに「往南移、向下沉」と
いう共産党の対台湾政策の基本方針を貫徹したも
のといえよう。

4月 18 日から1週間、安徽省から王三運省長
を代表に、100 社を超える企業経営者と 1000 人の
旅行団が台湾を訪れた21。同省訪問団は台南、高
雄および南投を訪れ、農業での経済・貿易協力に
向けた協定に調印したほか、高山茶やパイン、パ
パイヤなどのフルーツ、サバヒーの魚肉団子など、
4,500 万台湾元を越える農漁産品の調達を行った
22。

4月 23 日には8日間の日程で、馬飆自治区政
府主席が率いる広西チワン族自治区の訪問団が、
南寧・花蓮間の直行便就航に合わせて2度目とな
る訪台を行った23。滞在中、25 項目の経済貿易協
議に調印、高山茶や文旦などの農産品、機械設備、
食品、自動車、電子などの調達を行い、調達金額
は予定の 14.33 億米ドルを超える 15.44 億米ドル
に達した24。

5月 21 日には、四川省の蔣巨峰省長が 300 名
の企業幹部を伴って、初めて高雄小港空港から台
湾入りした25。中南部を活動の中心として、花蓮、
台中、嘉義、台南の各地で農産品中心の調達活動
が行われた。さらに、同省訪問団では四川大地震
の体験を踏まえた災害後の再建経験をテーマにし
た交流活動にも重点がおかれていた26。

5月 26 日からは、浙江省から 600 名の訪問団
が台湾を訪れた。省委員会の趙洪祝書記を団長と
する同省訪問団は、文化交流の推進を最大の目的
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としていた27。しかし、そのほかにも台中、高雄、
南投、新竹、彰化の各地で、農業団体や中小企業
との協議に調印するなど経済・貿易面での交流を
進め28、同省の紹興市だけで 5.37 億米ドル相当
の化学繊維製品を調達した29。

台湾の対外貿易発展協会（外貿協会）の王志剛
董事長によると、本年7月までにさらに山東省と
河南省からの訪問団の訪台が予定されている。た
だし、今年の大陸からの訪問団では、基本的には
文化、観光面での交流に活動の重点がおかれてお
り、調達の比率は徐々に下がりつつあるという30。

2．民進党の党内予備選と中国

（1）二大政党の総統候補内定
来年1月に迫った次期総統選挙に向けて、国民

党では馬英九主席が、民進党では蔡英文主席がそ
れぞれ公認候補に内定した。国民党では馬主席の
ほかには予備選に登録した者がなく、4月 27 日
の中央常務委員会で馬主席が次期総統選挙の公認
候補に推挙された。他方、民進党では主席の蔡英
文氏、元行政院長の蘇貞昌氏、そして元主席の許
信良氏の3氏が党内予備選に立候補した。民進党
の予備選挙は世論調査をもとに行われたが、4月
27 日の結果発表までに4回の候補者による政見
発表会が開催された31。この間、中国側では予備
選の行方に影響を与えんとするかのような動きが
みられた。

（2）第4回政見発表会
民進党の予備選で、最も注目されたのは両岸政

策に関する各候補の主張だった。4月 20 日の最
後（第4回）の政見発表会でも両岸関係に関する
テーマが焦点となったが、同日、香港メディアの
中国評論通訊社が「和平发展成果不是谁都可以分
享（平和的発展の成果は誰もが享受できるもので
はない）」と題する評論をウェブサイトのトップ
ページに掲載した。この評論では、今日の両岸関

係の平和的発展は多くの両岸の同胞がともに努力
して作り上げたもので、その成果は努力した両岸
の同胞がともに享受すべきものであり、そこには
両岸関係の平和的発展を破壊する政治勢力は含ま
れないと指摘した。また、民進党は 2008 年以来
両岸関係の平和的発展に様々な障害を作り出して
きたが、そうしたやり方は責任ある野党のやるこ
とではなく、歴史の流れに逆らうもので、両岸関
係の平和的発展を推進しようするものではないと
批判した32。台湾メディアは、民進党が政権に復
帰しても、92 年コンセンサスについては妥協しな
いとの中国側の意思表示であり、民進党がその受
け入れを拒否すれば両岸の交渉は中断するとの警
告であろうとの見方を示した33。

果たして、第4回政見発表会では、許信良氏が
大胆な開放政策を打ち出した一方、蔡英文氏、蘇
貞昌氏はいずれも理念を語るのみにとどまった。
許氏は、大陸の資本、観光客、学生に向けて最大
限に開放し、両岸がすでに調印した如何なる協議
も全面的に尊重すると同時に、両岸投資保障協議
の交渉と調印を早急に実現するよう求めることを
強調した。これに対し、蔡氏は、台湾は大陸との
緊密な関係を構築しても構わないが、その他の貿
易相手との関係も強化することが前提でなくては
ならない。中国から世界に向かっていくことに期
待を寄せてはならず、世界とともに中国に入って
いかねばならないと主張した。蘇氏は、台湾はグ
ローバルな経済システムに加わり、同時に二国間、
多国間のバランス戦略を採ってこそ中国という障
害をなくすことができると語った34。上記の香港
メディアの評論が蔡氏や蘇氏の政見にどの程度影
響したのかは定かではない。党内予備選が世論調
査をもとに行われることを考えると、理念のみを
語るのが最も安全な戦略だったのかもしれない。
いずれにせよ、予備選の最終段階で蔡氏と蘇氏か
らは具体的な両岸政策は示されなかった。

政見発表会終了後にも中国側では動きがあっ
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た。4月 25 日、元海協会常務副会長の唐樹備氏
が、92 年コンセンサスという政治的基礎がなくな
れば、ECFA も正常に機能しなくなり、両岸関係
は停滞するとの考えを明確に示した。さらに、唐
氏は民進党の予備選を評して、同党のリーダーた
ちが両岸の経済関係を発展させていくことに殆ど
誰も反対しようとしないのは、両岸のウィンウィ
ンの経済協力が両岸人民の合意となっているから
だと指摘し、それが大きな趨勢なのだと強調した
35。民進党の予備選では最終的に蔡氏が僅差で蘇
氏を下し、次期総統選挙の同党公認候補に内定し
た36。その後、蔡氏は5月4日の中央執行委員会
で正式に公認候補に指名された。

（3）蔡英文氏の談話
5月6日、蔡英文は民進党公認候補の立場で初

めて談話を発表した。蔡氏は、中国は国民党が永
遠に政権を握ることはできず、民進党との交流は

「正常な状態で必要なこと」であると理解すべき
だとしたうえで、同党が 2012 年に政権を獲得し
た後には、開放、実務の態度を保持して両岸交流
を行うと語った。政権復帰後には、両岸交流では
双方が共同して、長く永続できる基礎を探し、両
岸政府が未来関係の構築に向けて問題を考えるこ
とを望むと述べた。すでに民主国家である台湾で
は政権交代が起こるのは正常な状態であり、一つ
の政党が永遠に政権を握ることなどできない、台
湾内部の政局の変化により両岸交流の態度を変え
るようなことはあってならないと強調した。蔡氏
の談話は民進党の将来の両岸政策についての方向
性を語ったものといえるが、現段階では依然具体
性に乏しいものである37。

（4）馬英九総統のアピール
一方、国民党公認候補に事実上確定した馬英九

総統は、この間海外のメディアや学者に向けて両
岸関係に関する主張をアピールした。

5月1日には、欧州で最多の発行部数を誇ると
いわれるドイツの週刊誌、デア・シュピーゲル

（Der Spiegel）のインタビューで、両岸の距離を
測る重要な基準の一つは人権であると語った。馬
総統は、この 30 年間に中国大陸の経済生活は大
きく改善されたが、自由、民主、法治および人権
の面ではまだまだ改善すべき余地が存在している
と述べたうえで、中国はすでに世界第2の経済体
なのだから、全世界における自らの地位を認識し、
上記の4つの面で改革を進めなければならないと
主張した38。

同月4日、日本の朝日新聞のインタビューを受
けた際には、どの政党が政権を取ろうと、92 年コ
ンセンサスを支持しなければ、両岸関係は不確実
な状態に陥ると語り、「統一せず、独立せず、武力
行使せず」と「92 年コンセンサス、一つの中国の
解釈は各自表明する」という基本姿勢を改めて強
調した39。

さらに5月 30 日には、台北市で開かれた世界
国際法学会アジア太平洋地域会議での挨拶のなか
で、両岸関係の現状についての見解を示した。馬
総統は、中華民国憲法の枠組みの下で、両岸関係
は国と国との関係ではない、一種の特殊な関係で
あり、我々は中国大陸の「主権」（sovereignty）を
承認することはできないが、大陸当局が大陸で有
効に「治権」（authority to govern）を行使してい
る事実を否定しないし、またすべきではない、そ
れは両岸の主権に関する主張は互いに重複してお
り、相手のすべての領域をそれぞれの主権の範囲
に含めているためであると述べた。そして、互い
に相手の治権を否定しないことが実務的に現状を
承認することであり、互いに否定しないことでは
じめて、今後も両岸関係の平和的発展を促すこと
ができるのであると強調した40。

（5）有権者の見方は？
それでは、台湾の住民は両岸政策で鍔迫り合い
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を続ける国民党と民進党に対してどのような見方
をもっているのだろうか。中央研究院社会学研究
所の呉乃徳研究員の研究によると、53％の住民が
国民党は中国政府の立場に傾き過ぎていると考え
ており、同党支持者のあいだでも3割以上が同じ
ような見方を示しているという。他方、50％の住
民が民進党は中国との交流に反対し過ぎであると
考え、同党支持者のなかでも3割が中国との交流
は台湾経済にとって重要であり、やはり民進党は
反対し過ぎであると考えているという。また、6
割以上の住民が両岸の経済交流により現状維持が
できなくなり、統一が容易になることを懸念して
いるという。呉研究員は、多数の住民が大陸との
経済交流の政治的効果について台湾の主権を損な
わしめ、所得分配の悪化や貧富の格差の拡大をも
たらすかもしれないと認知しているとの見解を示
している41。

3．WHO内部文書での名称表記問題

（1）WHOの内規
機動的アプローチといえども、中華民国／台湾

の国際的地位の向上につながりかねないことは認
めないという中国の姿勢に変わりはない42。世界
保健機関（WHO）の内部文書における台湾の名
称に関する問題は、それを反映した一つの事例と
見ることができよう。

5月9日、WHO が台湾の名称を「中国台湾省」
と表記する内規を定めていたことを台湾の『自由
時報』が報じた。報道によれば、民進党の管碧玲
立法委員が入手したその内規は、昨年（2010 年）
9月に WHO 事務局長のオフィスから全メン
バー宛に送られたものである。内規には「印刷物
であるか電子版であるかを問わず、すべての
WHO の文書で中国台湾省（という名称）を使用
しなければならない。すべての台湾に関する情
報・資料はみな中国に分類し、別の国家とみなし
てはならない」との指示が記されているという。

さらに、「WHO 事務局は台北当局と直接連絡を
取ってもよいが、このようなやり取りは WHO 事
務局内部の連絡ポイントと台湾省内の連絡ポイン
トのあいだにのみ存在する」、「WHO のいかなる
部門も台北からの公文書を受け取った場合には、
その内容が台湾に関わるものか否かにかかわら
ず、すべて直ちに WHO 事務局の連絡ポイントに
手渡さねばならず、決して発信者に対していかな
る回答も行ってはならない」と記してあるという
43。

（2）政府の対応と中国側の反応
この報道を受けて、外交部は同日（9日）声明

を発表した。外交部は WHO の内部文書に関す
る情報を事前に把握していたとしたうえで、同文
書が有する政治的な立場については断じて受け入
れられないとして、政府として厳正な抗議を表明
すると明らかにした44。翌 10 日には、馬英九総
統が記者会見を開き、「WHO が中国の圧力を受
けたのは明らかである。このようなやり方で台湾
人民の感情を傷つけるのは双方の将来の発展に
とって不利である」と、時に拳を振り上げながら
激しく抗議した45。さらに、16 日にはジュネーブ
で WHO 総会に参加していた邱文達行政院衛生
署長を代表とする台湾代表団が正式に書面による
抗議を行った46。18 日の全体討論では、邱署長が

「中華台北」の名称で WHO 総会に参加している
実践と WHO における関連手続きや用語を一致
させるよう求めてアピールを行った47。

馬総統の激しい抗議を受けて、中国側では 11
日の国台弁の定例記者会見で范麗青スポークスマ
ンが台湾側に冷静に対応するよう呼びかけた。范
氏は、これは WHO の事情であり、中国とは関係
ないことである、両岸は共同で平和的発展の大局
を守るべきで、多くの事柄は落ち着いて話し合う
ことができるものだと述べたという。そして、国
際社会と国際組織のこの問題に対する立場と見解
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は誰もが知るところだと指摘したうえで、両岸関
係の改善に伴い、WHO 事務局は中華台北衛生署
をオブザーバーとして年次総会に招待しているこ
とは、台湾同胞にも歓迎されており、これはまた
中国側の善意の表れでもあると語ったと伝えられ
ている48。

この記者会見では、中国政府の関係者が公式の
場で初めて台湾の政府機関を「中華台北」という
名称をつけて呼んだとして、台湾のメディアでは
大きく取り上げられた49。しかし、現在国台弁の
ウェブサイトで公開されている同会見の記録で
は、馬総統の抗議に対する范氏のコメントはすべ
て削除されており、中華台北という用語も残され
ていない50。

台湾にとって今回の問題が国家の尊厳にかかわ
る大きな問題であることはいうまでもない。とこ
ろが、馬英九政権の対応には多少気になる点が存
在した。第1に、馬総統は記者会見で「中華民国
の尊厳を守ることが総統の使命である」と語って
いたのだが51、記者会見が開かれたのは『自由時
報』の記事が出た翌日になってからのことである。
同記事によると、8日夜の総統府の反応は「関係
部門に対応させる」との一言だけだったという52。
どうも国家の大事にしては政府の反応が鈍いとい
う印象を拭えない。第2に、外交部は内部文書に
関する情報を把握していたと自ら表明している
が、もし今回の件が明るみに出なければ、台湾は
中国の一省であるとの主張を馬政権は黙って受け
入れていたのであろうか53。第3に、馬総統の記
者会見直後、北京では国民党の呉伯雄名誉主席が
胡錦濤総書記と会談したが、明確な抗議は行われ
なかったどころか、今回の問題は話題にも上らな
かった54。馬総統が示した中国に対する強硬な姿
勢は、あくまでも選挙を意識した国内向けのア
ピールだったということだろうか。

（3）候補者同士の批判の応酬
総統選挙の前には国家の尊厳も政争の道具と化

してしまうのかもしれない。5月 14 日、馬英九
総統は総統府のウェブサイト上で蔡英文主席を批
判した。2名の歴代衛生署長との対談のなかで、
馬総統は「我々が政権を担当する前、野党の主席

（蔡英文氏）が行政院副院長のとき、WHO の専門
性のある活動に6回も参加していたが、使ってい
た名称は『中国台湾』（China, Taiwan）だった、当
時彼らはなぜ（WHO に抗議して）退出しなかっ
たのか」と指摘した55。

今回の問題に際して、蔡主席は当初、国際参加
という国家の大事には国民全体が共同で向き合わ
ねばならないとして、ブルーとグリーンの対立を
超えて、この難局をともに考え、それに向き合う
べきだとの見解を表明していた。外交の議題はブ
ルーとグリーンの区別なく、党派を超えねばなら
ず、それゆえに与野党両党が共同して立ち向かう
べき挑戦である、そして台湾を尊厳ある形で国際
社会に参加させることが、国民全体が努力すべき
目標であり責務であると強調していた56。

要するに、今回の外交問題を政争の道具として
取り上げたのは馬総統だった。馬総統の批判に対
して、蔡主席は、馬英九政権は人民の期待してい
ることを何も実現しておらず、自分が実現できな
いことを前政権にその責任を押し付けていると激
しく非難した。馬総統は現在の総統であり、現在
の国家の責任は彼が担っている、彼ができなかっ
たことは彼自身が責任を負わねばならず、前の政
権が何をしたか、何をしなかったかということは
関係ないとして、なぜ馬総統が何か起こるたびに
前政権を持ち出すのかわからないと語った57。

なお、その後5月 17 日には民進党の管碧玲立
法委員が再び新たな事実を暴露した。本年2月に
出された内部文書には、「中華台北（Chinese
Taipei）」という名称は臨時のコードであり、
WHO 年次総会の5日間の会期中に限って出席者
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名簿や会議記録などの資料に用いられるものとさ
れ、「この地域は中国の一省で、北京の中国政府の
管轄下にあり、その正式名称は『中国台湾

（Taiwan, China）』である」と記されているという58。

（4）就任3年目の記者会見と世論調査
5月 19 日、台南市の国立台南大学で開かれた

総統就任3年目の記者会見で、馬英九総統が冒頭
にとりあげたのが両岸政策だった。馬総統は会見
のなかで「両岸の平和を求める過程で、中華民国
の主権を守り、台湾の安全を保障し、人民の尊厳
を守るという我々の固い決意はこれまでも変わっ
ておらず、また如何なる譲歩もしていない」と強
調した。

さらに、昨年の東京国際映画祭で中国代表団の
江平代表が台湾の参加名称を変更するよう主張し
た事件が発生した際には、大陸当局に対してすぐ
に厳正な抗議を表明したこと、また最近の WHO
の内部文書で不当な呼称が使われていた件でも、
同様に厳正なる抗議を行うなど一連の対応をとっ

たことを説明した。そのうえで、「国家の主権と
台湾の尊厳に関わるものである限り、我々の立場
は明確であり、その姿勢も何ら揺らぐことはなく、

『台湾人が怖れているものはない！』」と強く訴え
かけた59。

翌 20 日に『中國時報』が発表した総統就任3年
目の世論調査では、馬総統の両岸関係での実績に
ついて6割以上が満足しているとの結果が出た。
62％が両岸関係は良くなったと感じ、悪くなった
と考えるのは 12％、変わらないと答えたのは7％
である。両岸関係の改善では馬英九政権はこれま
で一貫して比較的高い評価が得られている。台湾
の国際的地位については、WHO 問題で国民の関
心が高まった直後の調査であったが、高まったと
答えたのが 34％、悪くなったと考えるのが 31％、
あまり変わらないとしたのが 15％となっている。
同記事は、全体的にいえば台湾の国際的地位に否
定的な見方を持つ人は少なくなっていると分析し
ている60。
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コラム：日台交流の現場から

日本と台湾の「心と心の絆」

（財）交流協会 高雄事務所所長 野中 薫

東日本大震災が発生して3ヶ月が経過しようとし
ておりますが、この間、台湾は見舞いの言葉や励ま
しのメッセージ、緊急援助隊、緊急物資、さらには
我々の予想をはるかに超える多額の義援金など、
様々な形を通じて苦境にある日本を支援してくれて
います。人口 2300 万人、平均所得約2万米ドルの
台湾が世界で最も多い約 180 億円もの義援金を集
めたことは、台湾に暮らす日本人でさえも、正直言っ
て驚かされました。日本企業関係者の間では、台
湾人従業員がいかに自分のことのように日本を心配
し、彼らの給与水準では考えられないほどの義援金
を寄付した方が、いろいろなエピソードとともに話
題を集めています。これ程までの支援について、台
湾人は「921 中部大地震や一昨年の台風による豪
雨水害に対して、世界で真っ先に救いの手を差しの
べてくれた日本の恩義に報いたいだけ」と、ことも
なげに答えます。確かに、台湾の人々は日本人同
様に義理堅いと言えますが、今回の心温まる支援の
背景には、金額では表せない善意がそれ以上にある
と感じます。この3ヶ月は戦後 60 年以上たった今
も薄まることのない、日本と台湾の心の絆の深さを
改めて確認する時間であったように思います。

5月8日は、「嘉南大圳の父」と慕われる八田與
一技師の命日であり、南部の台湾人にとっては特別
な日です。八田技師の功績や嘉南平原の農民たち
の同技師に対する思慕の情については、いまさら述
べる必要もないことですが、本年は恒例の追悼式に
先立って「八田與一記念公園」の開園式が盛大に
行われ、馬英九総統、楊進添外交部長等の政府要
人並びに日本からは八田技師と郷里を同じくする
森喜朗元総理ほか 24 名の国会議員等も出席し、台
湾の農業振興に尽くした八田技師の業績を改めて
称えました。69 回目の追悼式では、台南市長をは
じめとする台湾側代表者が没後 69 年を経た今でも
敬愛してやまない八田技師に対する感謝の気持ち

を次々に述べました。最後に、八田技師6女の茂子
さんは、「昭和6年生まれの私は80 歳になるが、台
湾で暮らした 12 年間は自分の人生の中で最も楽し
く、幸せな時でした。石川県出身となっております
が、私にとっては台湾が故郷だと思っております。
昭和 42 年に台湾の方が父の霊前祭を行っていると
聞かされ、それ以降何度か足を運んでいますが、来
るたびに盛大になってように思う。台湾の皆さんが
こんなにも父を慕って下さることに感謝しています。
父母もさぞかし喜んでいることと思います」と挨拶
されましたが、参列者全員の胸に深く響き、感動的
な言葉でした。「台湾に尽くし、台湾を愛した日本
人」は八田技師のほかにも、明石元二郎総督や鳥居
信平、濱野彌四郎、新井耕吉など多数おり、いまだ
に台湾の各地にでは、彼らの功績を高く称え、深く
感謝し、慕い続けてくれる人々がたくさんおります。
今年の八田與一技師追悼式は、東日本大震災に対
する台湾の人々の心温まる支援を実感する中での
開催であり、日台双方の関係者の挨拶を聞きなが
ら、日本と台湾の「心と心の絆」の原点は、まさに
台湾を愛した我々の先達たちの功績とそれに報いよ
うとする台湾の人々の思いにこそあり、日本に対す
る特別な親近感はこうして脈々と受け継がれてきた
のではないかと深く感じさせられました。私が感じ
た、こうした思いは追悼式に出席したすべての参列
者が共有したに違いないと信じて疑いません。

東日本大震災に被災された皆様方に対して、心か
らのお見舞いと一日も早い復興をお祈り申し上げま
すとともに、今回の予想を超える支援に象徴される
日本と台湾の心と心の結びつきが、これからも末永
く維持されることを願っております。この寄稿の直前
に、台北駐日経済文化代表処が実施した意識調査
において日本国内で台湾に対する好感度、親近感が
大幅に上昇したとの報告を知り、日台交流の現場で
働く者の一人として大変うれしく思っております。
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編 集 後 記

3月 11 日の東日本大震災の発生から既に3カ月が経ちましたが、東京電力福島第一原子力発電
所の事故処理の問題は依然として予断を許さない状況であります。また、東北三県（宮城県、岩手
県、福島県）を中心とした復興再建についても道半ばであり、首都圏にとりましても、これから夏
に向かっての節電対策・放射能汚染問題等色々な問題が山積している状況が一日も早く解決されま
すよう期待しております。

さて、話は変わりますが、台湾側の代表機関であります駐日台北経済文化代表事務所が日本人の
20 歳から 69 歳までの男女 1,000 人に対し5月に実施しました「台湾に対する意識調査」について
ですが、調査結果から、日本人は台湾に対して 67％の人が身近に感じており、8割の人が台湾を信
頼しているとの回答がありました。この調査の設問のうち、日本と台湾との各種交流を行っており
ます交流協会で事業に携わる者にとりまして、特に関心がありましたのは、「あなたは日本と台湾が
特に力を入れて行うべき交流分野は何だと思いますか」という質問でした。

その調査結果、第1位は、（観光）で 74％でした。第2位は、（経済）・（文化）で 60％でした。第
4位は、（青少年交流）で 41％でした。

この数字から、当協会が毎年実施しております「青少年交流」（高校生、大学生、大学院生の招聘
及び派遣）を今後とも充実したものにして実施して行くことの重要性を改めて感じたところであり
ます。

本誌「交流」で取り上げた、青少年交流事業でそれぞれ招聘・派遣した日本及び台湾の高校生、
大学生、大学院生のいずれもが異口同音に日本及び台湾の一般家庭で過ごしたホームスティーの1
泊2日が全体の訪問日程（10 日間前後）の中で特に印象深かく機会があれば是非また訪問したいと
本誌に希望を書いております。

次代を担う青少年がお互いの交流を通じ、親日派及び親台派の若者が今後益々増え、日本と台湾
との架け橋となり相互理解が進むとともに一層日本と台湾との心と心の距離が近くなることを望み
ます。

（総務部 藤本 徳司）
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を円滑に遂行することを目的として、外務省・通商産業省（当時）の認可を受け設立されま
した。よって、財団法人ではありますが、外交関係の無い日台間において準公的性格を有す
る機関であり、台北・高雄事務所は、それぞれ大使館、総領事館と同じような役割を果たして
おります。

●　●　交流協会について　●　●
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